
繋
庶
昌
の
封
日
外
交
論
策
と
そ
の
周
漫

-
1
1
琉
球
問
題
・
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て
|
|

西

里

喜

fT 

は

じ

め

に

一
日
清
関
係
の
緊
張
と
「
球
案
排
法
」
の
模
索

-

察
庶
畠
赴
任
前
の
日
清
関
係
と
「
球
案
」

情
報

2

繋
庶
昌
の
赴
任
と
「
球
案
排
法
」
の
検
討

二
琉
球
復
図
・
朝
鮮
永
久
中
立
圏
構
想

-
朝
鮮
併
合
論
と
尚
氏
世
襲
豚
令
〈
進
貢
縫
綾
〉
案

2

琉
球
問
題
・
朝
鮮
問
題
の
同
時
解
決
策

三
琉
球
放
棄
・
朝
鮮
保
全
論
と
日
清
同
盟
構
想

-
甲
申
政
努
前
の
日
清
提
機
論
と
針
決
論

甲
申
政
獲
後
の
琉
球
放
棄
・
朝
鮮
不
干
渉
論

察
庶
昌
再
任
後
の
日
清
同
盟
構
想

わ

り

に
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2 3 お

fi 

じ

め
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近
代
の
日
中
関
係
史
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
繋
庶
昌
は
、
駐
日
清
園
公
使
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
経
世
事
者
・
桐
城
涯
の
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文
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
が
、

『
清
史
稿
』
の
編
者
は
懇
庶
昌
の
生
涯
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

放
出
庶
昌
、
字
は
結
審
刷
、
貴
州
選
義
の
人
な
り
。
少
く
し
て
讃
(
書
)
を
曙
み
、
鄭
珍
に
従
い
て
遊
び
、
経
世
の
撃
を
講
求
す
。
同
治
初
元
、

星
饗
わ
る
。
詔
に
鹿
じ
て
書
を
上
り
て
時
政
を
論
じ
、
利
病
を
篠
奉
し
て
甚
だ
悉
く
す
。
上
こ
れ
を
嘉
し
、
康
貢
生
を
以
て
知
燃
を
授
け
、
曾

う
け
と

園
落
に
交
し
て
差
序
せ
し
む
。
園
藩
素
よ
り
鄭
氏
を
重
ん
じ
た
れ
ば
、
庶
昌
を
接
り
幕
に
延
き
入
れ
、
呉
江
・
青
滞
の
諸
口
巴
を
歴
署
せ
し
む
。

に
ど雨
も
椎
闘
を
莞
し
、
税
(
牧
)
駿
に
進
む
。

光
緒
二
年
、
郭
嵩
顛
英
園
に
出
使
す
る
や
、
調
せ
ら
れ
て
多
賀
に
充
て
ら
る
。
比
・
瑞

・
葡
・
奥
の
諸
邦
を
匿
し
、
書
を
箸
し
て
以
て
見
る

所
を
撮
き
、
西
洋
雑
誌
と
成
す
。
道
員
に
菅
む
。
七
年
、
命
ぜ
ら
れ
て
日
本
に
出
使
す
る
の
大
臣
に
充
て
ら
る
。
琉
球
案
及
び
華
一
商
の
雑
居
の

事
を
議
す
る
に
値
り
、
そ
の
外
(
務
)
部
の
井
上
馨
は
持
し
て
甚
だ
堅
き
も
、
庶
昌
翻
復
掛
論
し
て
、
卒
に
議
す
る
所
の
如
く
す
。
明
年
、
日

本
勝
に
朝
鮮
を
襲
わ
ん
と
す
。
庶
昌
速
か
に
援
師
を
出
し
て
先
護
人
を
制
す
る
の
計
を
痛
さ
ん
こ
と
を
電
請
す
。
師
至
る
や
、
日
艦
(
我
の
)

備
あ
る
を
知
り
て
還
り
、
言
を
好
に
蹄
す
。
中
園
の
古
籍
は
戎
撞
を
経
る
の
後
散
秩
す
る
も
の
多
く
、
日
(
本
〉
の
藩
族
の
棄
寂
す
る
も
の
富

た
れ
ば
、
庶
昌
は
そ
の
経
史
を
翼
く
る
に
足
る
者
を
揮
び
、
古
逸
叢
書
二
十
六
種
を
刊
す
。
中
法
の
(
傑
)
約
を
易
う
る
に
あ
た
り
、
七
事
を

篠
列
し
て
進
む
。
尋
い
で
憂
に
遭
い
て
蹄
り
、
服
関
し
て
故
の
官
に
仰
る
。
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十
七
年
、
川
東
道
に
徐
せ
ら
る
。

(
四
)
川
の
俗
は
故
く
し
て
闇
俸
た
り
。

既
に
事
に
荘
み
、

事
堂
を
設
け
、

質
業
を
信
え
、

病
院
を
建

て
、
武
を
整
え
一
商
を
岨
み
、

百
麿
具
さ
に
奉
が
る
。
中
東
の
事
起
こ
る
や
、
庶
昌
日
く
、

「
日
本
謀
を
蓄
う
る
こ
と
久
し
、
朝
鮮
は
猶
お
そ
の

外
府
の
ご
と
し
。
戟
う
も
固
よ
り
勝
ち
難
く
、
一
譲
る
も
ま
た
侮
を
啓
く
」
と
。
遁
ち
列
邦
に
布
告
す
る
の
議
を
信
え
、
以
て
層
圏
を
維
持
せ
ん

と
し
、
東
渡
し
て
排
難
す
る
を
慰
う
も
、
嘗
事
者
は
納
る
る
な
し
。
戟
事
股
ん
な
る
に
及
び
、
財
剖
制
す
れ
ば
、
庶
昌
首
め
に
寓
金
を
轍
し
、
職

に
按
じ
て
等
差
を
列
ね
ん
こ
と
を
請
う
も
、

ま
た
報
い
ら
れ
ず
。

二
十
一
年
、

詔
し
て
陛
見
せ
し
め
ん
と
す
る
に
、

漁
〔
重
慶
〕
に
駐
す
る
の

法
の
領
事
は
そ
の
賂
に
去
か
ん
と
す
る
を
聞
き
て
、
留
め
て
数
案
を
排
ぜ
し
む
。
代
わ
る
者
多
方
に
こ
れ
に
困
し
む
。
疾
に
蓮
い
、
迭
に
官
を

(
1〉

去
る
。
未
だ
幾
く
な
ら
ず
し
て
卒
す
。
川
東
の
民
は
洞
を
禰
郡
に
建
て
て
こ
れ
を
記
る
。



察
庶
昌
六

O
年
の
生
涯
は
、

(
2〉

分
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
察
庶
昌
が
外
交
官
と
し
て
西
洋
や
日
本
に
駐
在
し
て
い
た
十
齢
年
の
期
開
、
と
り
わ
け
、
二
度
に
わ
た

(
3
)
 

っ
て
前
後
六
年
開
駐
日
公
使
を
捨
賞
し
た
一
八
八

0
年
代
の
外
交
活
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
駐
日
公
使
在
任
中
に
察
庶
昌
が
捻
嘗
し
た
外
交
課

題
は
、
主
に
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
禦
庶
昌
は
内
外
情
勢
に
封
躍
し
な
が
ら
事
あ
る
ご
と
に
多
く

『
清
史
稿
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
地
方
行
政
官
時
代
、
外
交
官
時
代
、
川
東
兵
備
道
時
代
の
三
つ
の
時
期
に
匝

の
外
交
論
策
を
提
起
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
日
清
南
国
政
府
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
現
寅
化
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
歴
史

の
底
流
に
埋
も
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

ち
な
み
に
、

『
清
史
稿
』
は
琉
球
問
題
に
つ
い
て
の
論
策
も
す
べ
て
日
本
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
か
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
が
、

む
ろ
ん
誤
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
繋
庶
昌
が
提
起
し
た
外
交
論
策
は
す
べ
て
清
圏
外
交
の
一
つ
の

選
揮
肢
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
採
用
さ
れ
な
か
司
た
外
交
論
策
に
し
て
も
、
歴
史
的
現
貫
と
し
て
の
日
清
関
係
史
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
方

向
(
可
能
性
)
を
示
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、

繋
庶
昌
の
封
日
外
交
論
策
の
多
く
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
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ら
、
従
来
、
全
面
的
な
検
討
の
封
象
と
さ
れ
る
こ
と
な
く
看
過
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
り
わ
け
日
清
南
圏
内
の
諸
政
治
潮
流
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
自
ら
の
劃
日
外
交

論
策
を
構
想
し
提
起
し
た
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
は
察
庶
昌
の
劃
日
外
交
論
策
も
ま
た
全
く
個
人
的
な
論
策
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
同

む
ろ
ん
、
家
庶
昌
は
複
雑
な
内
外
情
勢
の
な
か
で
、

時
期
の
一
定
の
政
治
潮
流
の
志
向
を
反
映
し
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
を
受
け
、
あ
る
い
は
封
抗
す
る
別
の
政
治
潮
流
に
燭
設
さ
れ
、
そ
の
規
制

を
受
け
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
諸
政
治
潮
流
と
家
庶
昌
と
の
関
わ
り
方
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
か
く
て
、
本
稿
の
課
題
は
次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
。

第
一
に
、
繋
庶
昌
の
封
日
外
交
論
策
は
一
八
八

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
の
日
清
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

且

つ
現
賓
の
日
清
関
係
の
展
開
と
は
異
な
る
方
向
へ
の
展
開
の
可
能
性
を
ど
の
程
度
示
し
て
い
た
の
か
、
第
二
に
、
繋
庶
昌
の
外
交
論
策
は
日
清
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雨
圏
内
の
劃
外
政
策
論
争
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
、
と
り
わ
け
日
清
商
圏
内
の
輿

E
・
提
揖
論
と
ど

琉
球
問
題
・
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
繋
庶
昌
の
封
日
外
交
論
策
を
検
討
す
る
こ

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
二
つ
の
親
貼
か
ら
、
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と
、
こ
れ
で
あ
る
。

日
清
関
係
の
緊
張
と
「
球
案
排
法
」
の
模
索

1 

察
庶
昌
赴
任
前
の
日
清
関
係
と
「
球
案
」
情
報

(

4

)

 

繋
庶
昌
が
出
使
日
本
大
臣
H
駐
日
公
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
一
八
八
一
年
四
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
前
後
か
ら
翌
八
二
年
二
月
に

日
清
関
係
は
琉
球
問
題
を
め
ぐ
っ
て
緊
張
し
績
け
る
。
清
園
の
総
理
衛
門
と
明
治
政
府
の
全
権
公
使
宍
戸
磯
と
の
聞
で

(
5
)
 

交
渉
妥
結
し
た
分
島
均
需
傑
約
に
、
清
園
側
が
約
束
に
反
し
て
調
印
を
回
避
し
た
か
ら
で
あ
る
。
八
一
年
三
月
五
日
の
上
識
は
、
清
園
へ
分
割

赴
任
す
る
ま
で
の
開
、

さ
れ
る
致
定
の
二
島
〔
宮
古
・
八
重
山
〕
だ
け
で
は
琉
球
の
祉
寝
を
存
緩
さ
せ
る
の
に
十
分
で
な
い
の
で
再
交
渉
せ
よ
と
指
示
し
て
い
た
が
、
同

(

6

)

 

時
に
琉
球
問
題
さ
え
妥
結
す
れ
ば
商
務
〔
内
地
通
商
・
最
恵
園
待
遇
〕
は
承
認
す
る
と
も
撃
明
し
て
い
た
。

琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
の
不
調
が
明
ら
か
に
な
る
や
、
清
圏
内
部
で
は
日
本
を
「
征
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
主
張
す
る
陸
廷
献
や
、
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越
南
の
ト
ン
キ
ン
が
陥
落
し
な
い
う
ち
に
「
先
に
日
本
を
討
ち
て
以
て
琉
球
を
復
す
ベ
し
」
と
強
調
す
る
劉
長
佑
ら
の
日
本
遠
征
論
が
聾
高
に

(

7

)

(

8

)
 

唱
え
ら
れ
た
も
の
の
、
李
鴻
-
一
章
や
劉
坤
一
ら
は
遠
征
し
て
も
「
勝
算
を
操
り
難
い
」
と
の
剣
断
か
ら
連
防
重
視
論
を
展
開
す
る
に
と
ど
ま
り
、

(
9
)
 

繰
り
返
し
出
さ
れ
た
上
識
も
ま
た
沿
岸
防
衛
策
の
強
化
を
命
じ
て
い
た
。

清
園
の
調
印
回
避
、
宍
戸
の
開
園
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
日
本
圏
内
で
も
封
清
針
決
論
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
壇
に
繰
り
返
し
登
場
し

た
。
郵
便
報
知
新
聞
の
論
読
の
如
き
は
、
「
我
公
使
ノ
開
朝
ハ
清
廷
ノ
緩
慢
自
ラ
招
ク
ノ
踊
ノ
ミ
。
公
使
駐
留
中
ニ
相
譲
ノ
篠
約
ヲ
批
准
セ
ザ

用
ヒ
」
ル
ハ
、
其
好
ン
デ
批
准
セ
ザ
ル
者
ナ
リ
」
と
断
じ
、
今
後
清
園
が
強
い
て
二
三
島
の
割
譲
を
求
め
た
な
ら
ば
「
相
殺
相
奪
戦
時
外
交
ノ
要
訣
ヲ

(

叩

)

「
三
尺
ノ
賓
刀
ニ
ヨ
リ
大
ヒ
ニ
慮
ス
ル
所
ア
ル
可
キ
ナ
リ
」
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
「

E
細

E
の
振
わ
ざ
る
は
多
く
は
(
日

清
〉
南
園
の
睦
ま
ざ
る
に
由
る
。
雨
園
の
睦
ま
ざ
る
は
ま
た
彼
此
疑
い
を
懐
く
の
致
す
所
に
由
る
」
と
の
見
地
か
ら
、
南
園
の
猪
疑
心
を
取
り



去
り
、
琉
球
問
題
で
第
三
園
に
漁
父
の
利
を
占
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
し
と
論
ず
る
日
清
提
矯
論
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
殆
ど
は

(

日

〉

明
治
政
府
の
琉
球
慮
分
を
容
認
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

日
清
南
園
の
外
交
嘗
局
は
圏
内
世
論
の
動
向
を
背
景
に
、
和
戦
雨
様
の
封
麿
策
を
想
定
し

つ
つ
、
な
お
外
交
的
解
決
の
方
向
を
模
索
し
積
け

た
。
清
園
側
に
は
日
本
圏
内
の
動
向
(
民
権
運
動
、
財
政
窮
乏
、
政
府
内
の
確
執
な
ど
)
を
見
据
え
て
琉
球
問
題
の
解
決
を
引
き
延
ば
し
、
日
本
側

ハ
ロ
)

が
傑
約
改
正
を
提
案
す
る
機
舎
を
待
っ
て
同
時
決
着
を
迫
る
べ
し
と
主
張
す
る
駐
日
公
使
の
何
如
濠
や
醇
一
描
成
の
建
議
も
あ
っ
た
が
、
再
交
渉

を
指
示
す
る
上
識
が
下
り
た
以
上
、
外
交
嘗
局
と
し
て
は
再
交
渉
の
方
向
を
模
索
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
清
園
駐
在
の

ド
イ
ツ
公
使
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
を
仲
介
役
と
し
た
再
交
渉
の
試
み
が
開
始
さ
れ
る
。

プ
ラ
ン
ト
は
清
園
政
府
の
意
向
を
受
け
て
、

八
一
年
六
月
二
十
四
日
、
明
治
政
府
の
右
大
臣
岩
倉
具
現
あ
て
に
機
密
の
私
信
を
迭
り
、
琉
球

問
題
の
卒
和
的
解
決
こ
そ
日
清
南
固
に
と
っ
て
「
上
策
」
で
あ
る
と
勧
告
し
つ
つ
、
さ
ら
に
「
中
園
の
心
は
必
ず
や
地
を
割
き
映
を
分
ち
て
擦

り
て
己
の
有
と
震
す
を
願
わ
ず
、
の
お
孤
城
小
邑
も
て
商
圏
よ
り
そ
の
地
を
定
安
し
て
こ
れ
を
球
人
に
掃
し
、
そ
の
得
る
所
の
界
内
も
て
如
伺

(
刊
叫
)

に
中
日
と
通
商
交
誼
す
る
や
の
各
虚
は
、
の
お
中
日
よ
り
商
定
せ
ん
と
欲
す
」
と
清
園
側
の
意
圃
し
て
い
る
解
決
案
の
枠
組
み
を
俸
え
て
い
る

が
、
前
年
妥
結
し
た
分
島
均
需
傑
約
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
せ
ず
、
皐
に
琉
球
の
全
面
復
奮
論
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
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プ
ラ
ン
ト
私
信
は
明
治
政
府
に
か
な
り
の
衝
撃
を
興
え
、
そ
の
封
慮
策
に
つ
い
て
岩
倉
と
井
上
毅
・
井
上
馨
・
伊
藤
博
文
ら
の
聞
で
二
箇
月

(
M〉

に
わ
た
り
慎
重
な
協
議
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
聞
の
事
情
を
『
明
治
天
皇
紀
』
は
衣
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

「
是
の
書
〔
.
フ
ラ
ン
ト
私
信
〕
我
が
政
府
に
著
す
る
の
時
、
偶
々
具
現
病
を
京
都
に
養
ひ
て
在
ら
ず
、
太
政
大
臣
・
左
大
臣
之
れ
を
聞
紙
し
て

廟
議
を
定
む
、
即
ち
是
の
事
た
る
や
、

E
米
利
加
合
衆
園
前
大
統
領
ゼ
ネ
ラ
ル
・
グ
ラ
ン
ト
の
調
停
に
由
り
、
南
圏
互
に
全
権
委
員
を
蓮
び
て

既
に
其
の
協
議
を
塗
げ
た
り
、
然
る
に
彼
調
印
を
肯
ぜ
ず
し
て
前
約
に
反
す
る
も
の
な
れ
ば
、
更
に
局
外
者
の
勤
設
を
入
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、

又
我
が
園
の
琉
球
藩
を
鹿
せ
る
は
、
封
建
の
奮
制
を
除
き
て
内
政
の
統
一
を
圃
れ
る
に
在
り
、
t

今
右
手
に
藩
を
麗
し
左
手
に
園
を
建
之
、
且
之

447 
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れ
と
約
を
定
む
る
が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
園
家
の
瞳
面
を
汗
演
す
る
こ
と
甚
し
と
矯
し
、
乃
ち
其
の
旨
意
を
以
て
答
案
を
作
り
、
且
太
政
官
書

記
官
井
上
毅
を
京
都
具
硯
の
寓
居
及
び
参
議
粂
外
務
卿
井
上
馨
が
安
審
園
宮
島
の
放
寓
に
涯
遣
し
て
、
其
の
意
見
を
徴
し
、
而
し
て
プ
ラ
ン
ト

(
日
)

に
答
報
す
」
と
。

明
治
政
府
の
首
脳
は
d

プ
ラ
ン

ト
を
介
し
た
清
園
側
の
提
案
を
腕
曲
に
桓
否
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
清
園
駐
在
の
竹
添
準
一
郎
領
事
な
ど
か
ら

(

日

四

)

俸
え
ら
れ
る
日
清
開
戦
の
噂
や
清
園
の
軍
備
整
頓
の
情
報
、
及
び
圏
内
の
官
有
物
排
い
下
げ
問
題
や
憲
法
構
想
を
め
ぐ
る
政
情
不
安
等
を
考
慮

最
後
の
琉
球
王
向
泰
の
嫡
子
〔
筒
典
〕
を
清
園
側
へ
引
き
渡
す
と
い
う
譲
歩

(

口

〉

案
に
よ
っ
て
、
前
年
の
分
島
均
一
箔
篠
約
を
承
認
さ
せ
る
方
針
を
追
求
し
た
。
井
上
外
務
卿
は
こ
の
趣
旨
を
来
日
中
の
香
港
総
督
へ
ン
、
不
ッ
シ

l

し
て
、

な
お
琉
球
問
題
の
外
交
的
解
決
を
志
向
せ
ざ
る
を
得
ず
、

に
委
喝
し
て
清
園
政
府
の
意
向
を
探
索
さ
せ
た
と
こ

ろ
、

(
刊
日
)

を
試
み
る
に
至
る
。
八
一
年
十
月
、
ヘ
ン
、ネ
ッ
シ

l
は
総
理
衛
門
や
李
鴻
-
章
と
琉
球
問
題
に
つ
い
て
舎
談
し
清
園
側
の
意
向
を
打
診
し
た
が
、

総
理
街
門
の
恭
親
王
ら
は
分
島
均
需
篠
約
で
割
譲
珠
定
の
二
島
だ
け
で
は
琉
球
を
濁
立
さ
せ
る
の
に
十
分
で
な
い
と
し
て
難
色
を
示
し
た
も
の

ヘ
ン
ネ
ッ
シ

l
は
駐
清
英
園
公
使
ウ
ェ

l
ド
と
相
談
し
、
非
公
式
に
日
清
聞
の
斡
旋

の
、
李
鴻
章
は
「
宮
古
及
八
重
山
二
島
ヲ
濁
立
園
ト
魚
ス
コ
ト
ヲ
基
本
ト
シ
テ
此
ノ
難
局
ヲ
終
局
ス
ル
コ
ト
ノ
考
ハ
最
モ
良
好
」
で
あ
る
と
主

(

四

〉

張
し
た
と
い
う
。
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同
年
十
月
十
五
日
附
の
書
函
で
井
上
外
務
卿
へ
こ
の
情
報
を
停
え
た
へ
ン
ネ
ッ
シ
l
は
、

さ
ら
に

「
同
氏
〔
李
鴻
章
〕
ハ

島
ノ
新
置
建
創
ニ
付
、
其
贋
狭
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
恭
親
王
・
董
陶
等
ノ
如
ク
格
別
要
用
ナ
リ
ト
セ
ザ
ル
モ
ノ
、
如
シ
」

「
李
氏
ハ
雨
園
開
ニ
卒

(

却

)

和
ヲ
輩
固
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
、

壁
方
ノ
禅
盆
ナ
ル
コ
ト
ト
シ
テ
、
充
分
醒
畳
ス
ル
虚
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
云
々
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
八

(
幻
〉

一
年
十
月
の
時
貼
で
、

李
鴻
章
に
は
既
に
分
島
均
需
傑
約
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

ヘ
ン
ネ
ッ
シ

l
や
ウ
ェ

l
ド
が
日
清
聞
の
斡
旋
に
乗
り
出
し
て
い
た
頃
、
繋
庶
昌
は
五
年
聞
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
を
終
え
て
開
園
し
、
上
海

で
家
族
と
再
合
し
た
。
出
使
日
本
園
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
半
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

八
一
年
十
月
二
十
五
日
、
北
京
へ
到
着
し
て
綿
理
街

門
及
び
李
鴻
章
へ
西
洋
事
情
を
報
告
し
た
禦
庶
昌
は
、
二
日
後
に
開
園
挨
拶
の
た
め
光
緒
一帝

・
西
太
后
へ
謁
見
し
、

さ
ら
に
同
年
十
一
月
十
九

日
に
は
赴
任
挨
拶
の
た
め
に
再
び
西
太
后
に
調
見
し
て
い
る
。
こ
の
時
、

西
太
后
は
琉
球
問
題
に
言
及
し
、
宍
戸
の
動
向
を
問
う
と
と
も
に
、



(

幻

)

赴
任
後
ば
琉
球
問
題
を
慎
重
に
慮
理
す
る
よ
う
指
示
し
た
と
い
う
。
か
く
て
北
京
滞
在
中
、
繋
庶
昌
は
早
く
も
日
本
公
使
館
を
訪
問
し
、
同
年

十
二
月
一
一
一
日
竹
添
準
一
郎
と
琉
球
問
題
を
テ

1
7
に
女
の
よ
う
な
舎
話
を
交
わ
し
、
日
本
側
の
意
向
を
探
っ
て
い
る
。

察
A 

我
政
府
ニ
於
テ
ハ
決
し
て
和
ヲ
破
ル
ノ
意
は
無
之
候
。
但
、
宍
戸
公
使
蹄
園
ニ
相
成
た
る
に
付
、
如
何
之
御
主
意
な
る
や
了
解
致
し

粂
候
よ
り
し
て
、
貴
園
よ
り
更
ニ
何
タ
ル
御
模
様
可
有
之
と
相
待
居
候
事
一
一
候
。

予
〔
竹
添
〕
云

和
ヲ
破
ノ
御
主
意
な
り
ト
断
言
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
:
・
:
・

夫
レ
ハ
意
味
違
ノ
尤
甚
敷
も
の
な
り
。

貴
園
よ
り
ア
レ
程
定
約
ニ
相
成
た
る
末
、

逮
カ
に
御
違
背
ニ
相
成
候
-
一
付
て
は
、

繋
A 

我
政
府
ニ
少
々
ノ
不
都
合
有
之
所
よ
り
し
て
、
結
了
ニ
至
り
粂
候
へ
共
、
決
し
て
和
ヲ
破
ル
ノ
意
は
無
之
候
。
閣
下
我
園
ノ
情
ヲ
御

熟
知
之
事
故
、
必
ス
御
洞
察
ニ
相
成
候
事
ト
存
候
。

只
柳
ノ
グ
ア
イ
よ
り
纏
ま
ら
ぬ
儀
ニ
候
。
整
方
よ
り
少
し
宛
譲
り
候
ニ
於
テ
ハ
、

シ
。
警
は
狭
小
の
道
ニ
て
馬
車
ノ
行
逢
た
る
が
如
シ
。
整
方
よ
り
徒
に
舌
争
ス
ル
も
無
盆
ナ
ル
ベ
シ
。
の
て
舌
争
ヲ
止
メ
彼
此
互
ニ
グ
ア
イ
能

相
譲
り
候
へ
は
、
安
掛
ニ
至
り
可
申
候
。

予
云
否
ナ
、
此
前
雨
車
狭
路
ニ
行
逢
ひ
、
困
難
ヲ
極
メ
候
末
、
我
園
よ
り
ハ
十
分
ニ
相
譲
り
、
終
に
安
協
ノ
定
約
ヲ
結
ひ
、
雨
草
卒
穏
-
一

輪
ヲ
進
メ
ン
ト
す
る
に
嘗
り
、
貴
園
よ
り
更
-
一
車
ヲ
引
韓
ケ
に
相
成
候
鹿
よ
り
、
此
ノ
如
き
ニ
立
至
り
申
し
候
。
左
ス
レ
ハ
我
園
ニ
於
テ
此
ノ

上
譲
り
様
は
一有
之
聞
敷
候
。

叉
云

彼
ノ
件
ハ
寅
ニ
細
事
な
り
。

容
易
ニ
結
了
ス
ベ

- 73ー

此
等
は
西
洋
ニ
も
例
有
之
事
ニ
て
、
之
ヲ
鉾
理
ス
ル
難
事
-
一
非
ル
ベ
シ
。
併
し
細
事
ト
云
ヘ
ハ
細
事
ナ
レ
ト
モ
、
大
事
ト
云
へ
ハ
大

(
お
〉

事
な
り
。
拙
者
就
任
ノ
上
は
貴
園
ノ
大
臣
よ
り
御
話
し
も
可
有
之
、
彼
此
注
意
し
て
少
シ
宛
相
譲
り
候
ハ
、
容
易
ニ
相
纏
り
可
申
候
。

制
到
談
に
お
い
て
察
庶
昌
は
頻
り
に
琉
球
問
題
を
互
譲
に
よ
っ
て
容
易
に
解
決
で
き
る
「
細
事
」
と
強
調
し
、
日
本
側
の
譲
歩
を
期
待
し
た
の

に
封
し
て
、
竹
添
は
譲
歩
の
品
跡
地
が
な
い
こ
と
を
言
明
し
て
終
始
非
妥
協
的
な
態
度
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
察
庶
昌
と
の
封
談
内
容
を
井

上
外
務
卿
へ
報
告
す
る
に
蛍
た
っ
て
、
竹
添
は
清
国
側
が
琉
球
問
題
と
篠
約
改
正
問
題
を
切
り
離
し
、
前
者
だ
け
を
片
付
け
て
後
者
を
改
正
期

禦
A 

'449 
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(
M〉

限
ま
で
引
き
延
ば
す
積
も
り
で
は
な
い
か
と
憶
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
清
圏
内
で
は
む
し
ろ
雨
者
の
連
結
方
針
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

前
述
の
通
り
で
あ
る
。

赴
任
準
備
の
た
め
上
海
へ
戻
っ
た
繋
庶
昌
は
、
な
お
劉
日
外
交
に
必
要
な
情
報
の
牧
集
に
徐
念
が
な
か
っ
た
。
ま
ず
同
年
十
一
月
十
九
日
、

折
し
も
日
本
か
ら
開
園
の
途
中
上
海
へ
立
ち
寄
っ

て
い
た
朝
鮮
官
吏
の
魚
允
中
と
曾
談
し
、
日
本
の
西
洋
化
の
評
債
を
め
ぐ
っ

て、

お
互
い
に

一
面
肯
定
し
一
面
批
剣
す
る
こ
と
で
共
通
の
政
治
的
立
場
を
確
認
し
合
う
と
と
も
に
、

日
朝
聞
の
通
商
問
題
や
朝
鮮
と
欧
米
諸
固
と
の
開
園
交

渉
に
つ
い
て
も
意
見
や
情
報
を
交
換
し
た
。
舎
談
の
な
か
で
特
に
注
目
す
べ
き
黙
は
、
琉
球
問
題
に
つ
い
て
、
魚
允
中
が
「
琉
球
の
案
は
何
に

従
り
て
以
て
安
帖
す
る
や
」
と
質
問
す
る
と
、
家
庶
昌
は
「
琉
球
の
案
を
、
中
園
未
だ
肯
え
て
謹
に
結
ば
ざ
る
所
以
は
、
正
に
後
患
を
防
ぐ
魚

(
お
)

の
み
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
、
具
瞳
的
な
解
決
案
に
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
慮
分
を
め
ぐ
る
魚
允
中
の
日
本
批
判
に
は
同
意

し
つ
つ
も
、
禦
庶
昌
は
す
ぐ
話
題
を
逸
し
て
し
ま
い
、
琉
球
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
深
く
議
論
す
る
こ
と
を
回
避
し
た
が
、
朝
鮮
側
も
琉
球

も
の
と
思
わ
れ
る
。

- 74ー

問
題
の
行
方
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題
の
関
連
を
考
慮
し
て
封
慮
す
る
必
要
性
を
一意識
し
始
め
た

こ
の
時
、

同
年
十
二
月
二
十
四
日
劉
坤
一
と
も
面
談
し

(

お

)

劉
坤
一
は
琉
球
問
題
に
よ
っ
て
日
本
と
戦
端
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
と
の
見
解
を
語
々
と
述
べ
た
と
い
う
。

家
庶
昌
は
ま
た
南
京
ま
で
出
向
い
て
数
日
間
滞
在
し

魚
允
中
と
の
舎
談
か
ら
一
か
月
後
、

h-
。

み
れ

従
来
、

日
清
提

機
・
琉
球
問
題
の
聞
時
決
着
を
主
張
し
て
き
た
劉
坤
一
と
の
面
談
を
通
じ
て
、
饗
庶
昌
は
清
圏
内
の
日
清
提
掲
論
の
潮
流
に
お
い
て
琉
球
問
題

が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
知
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

2 

禦
庶
昌
の
赴
任
と
「
球
案
排
法
」
の
検
討

八
二
年
一
月
二
十
日
、
家
族
や
随
員
と
と
も
に
上
海
を
出
航
し
、
長
崎
・
神
戸
・
横
演
経
由
で
同
年
二

月
十
四
日
に
東
京
へ
到
着
、
前
任
公
使
何
如
翠
と
の
聞
で
事
務
引
繕
を
済
ま
せ
た
後
、
日
本
外
務
省
へ
赴
い
て
井
上
外
務
卿
と
挨
拶
を
交
わ
し

赴
任
準
備
を
済
ま
せ
た
察
庶
昌
は
、



?こ

併
せ
て
日
清
聞
の
〈幻〉

「
嫌
疑
を
解
揮
し
て
商
圏
の
交
誼
を
日
に
隆
ん
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
願
う
」
旨
の
挨
拶
を
述
べ
、
暗
に
琉
球
問
題
の
解
決
を
希
望
し
て
い
る
。

つ
い
で
同
年
二
月
二
十
二
日
、

何
如
理
と
と
も
に
皇
居
へ
出
向
き
「
員
心
の
和
好
」

を
表
明
し
た
園
書
を
提
出
し
、

す
で
に
そ
の
前
後
に
、
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
聞
の
直
接
交
渉
が
清
圏
内
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

天
津
領
事
の
竹
添
が
李
鴻
章
を
訪
ね
て
琉
球
問
題
の
論
議
を
開
始
し
た
の
は
、
北
京
に
お
け
る
赴
任
前
の
繋
庶
昌
と
の
舎
談
か
ら
十
日
後
、

す
な
わ
ち
前
年
(
八
一
年
)
十
二
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
の
舎
談
に
お
い
て
、
李
鴻
章
は
自
ら
日
清
提
掲
論
者
で
あ
る
こ
と
を
表

「
予
モ
琉
球
ヲ
本
ノ
如
ク
復
封
セ
ン
ト
望
ム
ニ
ハ
非
ラ
ス
、
琉
球
ニ
付
テ
ハ
貴
園
ヨ
リ
既
-
一
着
手
-
一
相
成
タ
ル
土
地
モ
有
之
事
ニ

明
し
つ
つ
、

付
、
其
等
ノ
慮
ハ
一
切
ニ
関
係
セ
ス
、

只
小
サ
ク
ト
モ
琉
球
王
ヲ
置
グ
丈
ケ
ヲ
室
ム
迄
ノ
事
ナ
リ
」
と
指
摘
し
て
基
本
的
に
は
分
島
均
需
傑
約

(
叩
山
〉

承
認
の
意
向
を
示
す
と
と
も
に
、
琉
球
問
題
と
篠
約
改
正
問
題
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
姿
勢
を
も
明
示
し
て
い
た
。
舎
談
内
容
の
報
告
を
受
け
た
井

上
外
務
卿
は
、
向
泰
の
嫡
子
向
血
〈
(
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
向
泰
自
身
〉
を
清
園
へ
轄
籍
さ
せ
る
と
い
う
譲
歩
案
に
よ
っ
て
分
島
均
一
語
傑
約
を
承

(

却

)

認
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
李
鴻
章
と
の
交
渉
を
緩
療
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
か
ら
、
竹
添
は
再
び
李
鴻
章
を
保
定
府
に

訪
ね
、
八
二
年
二
月
十
七
日
第
二
回
の
李
鴻
章
・
竹
添
舎
談
が
賓
現
す
る
。
こ
こ
で
竹
添
か
ら
提
起
さ
れ
た
井
上
外
務
卿
の
譲
歩
案
に
劃
し
、

(ω) 

李
鴻
章
は
琉
球
全
土
を
向
泰
に
返
還
し
て
日
清
南
園
が
共
同
保
護
す
る
と
い
う
針
案
を
示
し
、
こ
の
案
な
ら
ば
「
十
ノ
七
八
分
」
の
可
能
性
、

(
紅
〉

竹
添
案
な
ら
ば
「
三
分
位
」
の
可
能
性
し
か
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
組
理
街
門
に
劃
し
て
は
「
中
南
島
を
以
て
向
姓
に
全

(
M
M
)
 

還
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
終
に
跡
じ
到
ら
ざ
る
を
恐
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
、
代
案
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら

Rυ 勾，

も
、
李
鴻
章
は
琉
球
の
全
面
復
奮
を
無
理
だ
と
剣
断
し
、
前
年
十
月
の
へ
ン
ネ
ッ
シ
!
と
の
舎
談
で
示
し
た
よ
う
に
、
分
島
均
需
篠
約
を
そ
の

(

お

)

ま
ま
受
け
入
れ
る
か
、
若
干
の
手
直
し
程
度
で
決
着
し
た
い
と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
総
理
衛
門
は
全
面
返
還
論
を
堅

持
す
べ
し
と
指
示
し
た
の
で
、
李
鴻
-章一
は
竹
添
H
井
上
案
を
受
け
入
れ
る
方
向
へ
踏
み
出
せ
な
い
ま
ま
障
時
建
巡
し
績
け
た
。

同
じ
頃
、
赴
任
し
た
ば
か
り
の
繋
庶
昌
も
琉
球
問
題
に
闘
す
る
情
報
の
牧
集
と
分
析
に
乗
り
出
し
、
具
瞳
的
な
解
決
案
を
構
想
し
始
め
て

い

る
。
震
庶
昌
が
李
鴻
章
へ
提
示
し
た
最
初
の
解
決
案
の
内
容
は
「
南
島
〔
宮
古
・
八
重
山
〕
を
割
き
て
以
て
琉
王
を
封
じ
、
並
び
に
附
盆
す
る
に

451 
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首
里
城
を
以
て
し
、
其
の
故
宮
に
蹄
る
を
得
て
其
の
宗
祉
を
杷
ら
し
め
、
こ
の
外
の
日
本
の
己
に
併
据
す
る
所
は
一
に
白
人
の
政
を
篤
す
に
任

た

だ

(

川

崎

)

せ

但

須

ら
く
約
束
し
て
日
後
再
び
一
歩
を
占
め
る
を
得
ず
と
堅
く
明
ら
か
に
す
べ
し
」
と
い
う
も
の
で
、
要
す
る
に
、
清
園
側
へ
割
譲
議
定

そ
れ
以
外
の
占
接
地
は
日
本
に
開
属
さ
せ
る
と
い
う
解
決
案
で
あ

(
お
〉

る
。
察
庶
昌
の
こ
の
首
里
城
追
加
案
は
琉
球
人
に
分
島
均
語
篠
約
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
の
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
が
、
日
本
側
に
受
け
入
れ

の
南
島
に
首
里
城
を
加
え
て
琉
球
に
返
還
し

王
園
を
復
活
さ
せ
る
が
、

ら
れ
る
可
能
性
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
案
の
定
、

八
二
年
三
月
三
十
日
の
第
三
田
舎
談
に
お
い
て
、
李
鴻
章
が
繋
庶
昌
案
を
第
三
者
の
調
停
案
で

あ
る
か
の
如
く
装
っ
て
提
起
し
た
と
こ

ろ
、
竹
添
は
一
笑
に
付
し
て
取
り
合
わ
な
か
司
た
。
李
鴻
-
章
も
ま
た
察
庶
昌
案
は
朕
況
を
掛
酌
す
れ
ば

賀
行
し
難
い
と
判
断
し
て
固
執
せ
ず
、
な
お
交
渉
の
徐
地
を
と
ど
め
、
総
理
街
門
あ
て
の
書
函
に
お
い
て
、

「
繋
庶
昌
は
一
度
排
法
を
決
定
し

た
ら
襲
更
し
な
い
よ
う
に
と
謂
う
け
れ
ど
も
、
整
方
が
固
執
す
れ
ば
ま
と
ま
ら
な
い
。
竹
添
と
の
舎
談
か
ら
す
る
と
、
も
し
わ
が
方
の
主
意
が

家
庶
昌
案
の
よ
う
な
も
の
な
ら
ば
、

日
本
は
決
し
て
正
式
交
渉
の
た
め
に
人
を
涯
遣
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
の
感
燭
を
俸
え
、
暗
に
繋
庶
昌
案
に

(
鉛
)

代
わ
る
解
決
案
を
総
理
街
門
の
方
で
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
時
貼
で
、
李
鴻
章
は
竹
添
H
H
井
上
案
を
受
け
入
れ
る
方
向
へ
傾
斜

し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

- 76ー

か
く
て
、
繋
庶
昌
の
最
初
の
解
決
案
は
葬
り
去
ら
れ
る
こ
と
と
な
司
た
が
、
在
京
の
繁
庶
昌
と
そ
の
周
遊
に
お
い
て
は
、
な
お
針
日
外
交
の

焦
黙
と
な
っ
た
琉
球

・
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
精
力
的
な
検
討
が
抽
順
行
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
震
庶
昌
の
随
員
の
一
人

(

幻

〉

で
参
賛
官
の
挑
文
棟
が
提
出
し
た
「
繋
星
使
に
上
る
の
書
」
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
挑
文
棟
は
ま
ず
「
琉
球
の
一
案
」
に
つ
い
で
は
「
日
本

に
中
南
南
島
を
全
還
す
る
を
欲
す
れ
ば
、
必
ず
や
玉
吊
の
能
く
了
す
る
所
に
は
非
ず
、
勢
い
須
ら
く
一
戦
に
出
づ
ベ
し
。
近
来
、
京
師
の
清
議

七
山
申
込
U

及
び
天
下
の
世
論
は
大
抵
此
の
案
を
注
重
し
、
用
兵
を
主
と
す
る
の
議
多
く
、
此
の
如
く
せ
ざ
れ
ば
園
韓
傘
か
ら
ず
と
以
震
う
も
、
事
に
嘗
た

訟

も

ゆ

え

る
の

E
公
は
内
に
時
難
を
念
い
て
叉
外
に
物
望
を
顧
み
、
所
以
に
跨
賭
し
て
決
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
文
棟
、
縞
に
中
園
の
全
局
を
統
議
す
れ

ば
、
寧
ろ
琉
球
を
規
復
す
る
の
兵
力
を
以
て
、
移
し
て
朝
鮮
を
保
護
す
る
の
用
と
篤
す
ベ
し
。
琉
球
の
亡
ぶ
は
一
足
指
を
傷
つ
く
る
の
み
。
今

歳
暇
あ
ら
ざ
れ
ば
来
歳
こ
れ
を
治
す
る
も
ま
た
遅
し
と
痛
さ
ず
」
と
論
じ
、
琉
球
の
全
面
返
還
を
貫
現
す
る
に
は
外
交
交
渉
で
は
不
可
能
で
、



日
清
開
戦
を
費
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
外
交
蛍
局
に
は
そ
の
畳
悟
が
な
い
以
上
、
琉
球
問
題
を
後
回
し
に
し
て
む
し
ろ
朝
鮮
の
保
全

に
全
力
を
傾
注
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、

さ
ら
に
朝
鮮
保
全
の
た
め
の
三
策
を
次
の
よ
う
に
提
起
す
る
。
上
策
は
「
英
の
阿
富
汗
を
待

一
切
を
吾
の
措
置
に
聴
す
」
こ
と
、
中
策
は
「
英
・
法
の
土
耳
其
を
扶
く
る
が
如
く
し
、
こ
れ
が
馬

要
地
を
施
守
す
る
」
こ
と
、
下
策
は
「
高
園
公
舎
に
入
り
て
埠
を
聞
か
し
め
、
太
西
と
、
通
商
せ
し
む
る
」
こ
と
、
こ
れ
で
あ

下
策
に
つ
い
て
は
ま
た
「
朝
鮮
は
欧
州
と
隔
遠
た
れ
ば
、
俄
も
し
取
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
英
美
の
力
は
未
だ
必
ず
し
も
争
う
能
わ
ざ
る

も、

E
さ
に
既
に
公
舎
に
入
り
た
れ
ば
、
即
ち
そ
の
自
立
の
意
あ
る
を
慮
る
ベ
し
。
故
に
此
れ
下
策
と
箆
す
も
、
然
れ
ど
も
亡
園
よ
り
は
愈
る

つ
が
如
く
し
、
そ
の
自
主
の
権
を
麗
し
、

に
兵
を
遣
し
、

る。な
り
」
と
注
穫
し
て
い
る
。
上
策
の
完
全
植
民
地
化
論
に
せ
よ
、
中
策
の
涯
兵
駐
屯
論
に
せ
よ
、
下
策
の
開
園
逼
一
面
論
に
せ
よ
、
従
来
の
加
封

瞳
制
下
の
宗
属
関
係
を
欧
米
流
の
寓
園
公
法
の
原
理
に
よ

っ
て
改
饗
す
る
こ
と
を
一意
味
す
る
が
、
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
挑
文
棟
は
清
園

自
瞳
の
兵
力
・
財
力
の
充
足
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
さ
ら
に
全
局
的
見
地
か
ら
「
必
ず
北
洋
の
兵
力
足
り
て
而
る
後
に
、
以
て
俄
日

商
圏
を
控
禦
し
、
朝
鮮
・
琉
球
を
保
全
す
ベ
し
。
必
ず
南
洋
の
兵
力
足
り
て
而
る
後
に
、
も
っ
て
英
法
諸
園
を
控
禦
し
、
遅
羅
・
安
南
を
保
全

す
ベ

L
」
と
指
摘
し
て
、
北
洋
・
南
洋
の
海
軍
力
の
強
化
を
建
議
す
る
の
で
あ
る
。

琉
球
問
題
が
日
清
外
交
の
嘗
面
の
課
題
と
し
て
論
議
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
「
今
の
議
す
る
者
は
、
但
琉
球
を
争
う
を
知
り
て
朝
鮮
に
及
ば

ず
、
琉
球
は
己
然
に
し
て
知
り
易
く
、
朝
鮮
は
未
然
に
し
て
見
る
こ
と
難
き
に
因
る
に
遁
ぎ
ず
」
と
喝
破
し
、
「
朝
鮮
の
時
勢
は
琉
球
よ
り
も

-77ー

A

一
品
な
り
」
と
極
言
し
て
や
ま
な
い
挑
文
棟
の
建
議
は
、
繋
庶
昌
の
劃
日
外
交
論
策
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

琉
球
復
圏

・
朝
鮮
永
久
中
立
圏
構
想

1 

朝
鮮
併
合
論
と
向
氏
世
襲
鯨
令
(
差
貝
縫
績
〉
案

453 

挑
文
棟
が
繋
庶
昌
へ
献
策
し
た
朝
鮮
三
策
の
内
、
下
策
の
開
園
通
商
論
は
す
で
に
李
鴻
章
に
よ
っ
て
質
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
八
二
年
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五
月
二
十
二
日
李
鴻
章
一
の
斡
旋
で
米
朝
通
商
和
親
篠
約
を
締
結
し
た
朝
鮮
は
、
績
い
て
英
(
同
年
六
月
六
日
〉
・
濁
(
同
年
六
月
三
十
日
)
と
も
篠

(

叩

ぬ

)

約
を
締
結
し
、
欧
米
列
強
へ
門
戸
を
聞
く
に
至
る
。
新
た
な
朝
鮮
策
を
展
開
し
始
め
た
李
鴻
章
の
意
園
は
、
朝
鮮
に
欧
米
列
強
を
引
き
入
れ
る

(
m
m
)
 

こ
と
に
よ
っ
て
日
露
の
朝
鮮
併
合
を
阻
止
し
、
同
時
に
朝
鮮
が
清
園
の

「層
圏
」
で
あ
る
こ
と
を
列
強
に
確
認
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
あ
っ
た
も

の
の
、
朝
鮮
側
に
は
欧
米
へ
の
開
園
に
よ
っ
て
琉
球
の
前
轍
を
回
避
し
得
る
か
ど
う
か
に
疑
問
を
抱
く
向
き
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
八
二
年
六
月

三
日
、
天
津
海
開
道
の
周
霞
は
朝
鮮
官
吏
の
魚
允
中
と
舎
談
し
た
際
に、

戦
争
朕
態
に
な
い
今
の
内
に
欧
米
列
強
と
篠
約
を
締
結
す
る
方
が
安

(
品
別
)

全
保
障
に
有
利
で
、
し
か
も

「
安
南
濁
り
法
と
約
し
、
琉
球
濁
り
美
と
約
す
る
に
較
ぶ
れ
ば
、
そ
の
情
形
大
い
に
相
い
伴
し
か
ら
ず
」
と
強
調

し
、
清
園
の
主
導
の
も
と
で
欧
米
列
強
と
篠
約
を
締
結
す
れ
ば
琉
球
や
安
南
の
轍
を
踏
ま
ず
に
済
む
か
の
よ
う
に
説
得
し
て
い
る
。

米
朝
篠
約
が
清
園
の
主
導
の
も
と
で
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
、

日
本
政
府
蛍
局
に
も
琉
球
問
題
と
の
関
連
で
大
き
な
懸
念
を
引
き
起
こ
し
た
。

右
大
臣
の
岩
倉
は
同
年
七
月
八
日
付
の
参
議
伊
藤
あ
て
書
函
に
お
い
て
「
朝
鮮
が
日
本
と
は
濁
立
園
と
し
て
締
約
し
、
米
園
等
と
は
清
園
の
属

園
と
し
て
締
約
し
た
の
で
は
随
分
面
倒
な
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
李
鴻
章
は
琉
球
問
題
で
日
本
に
劉
し
て
深
く
遺
恨
を
抱
き
、
外
国
と
の
親
密

(
H
U
)
 

に
勉
め
、
朝
鮮
の
篠
約
締
結
の
例
を
持
ち
出
し
て
琉
球
問
題
を
押
し
切
る
積
も
り
で
は
な
い
の
か
」
と
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
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態
は
周
霞
や
岩
倉
の
致
測
を
越
え
て
展
開
し
た
。

朝
鮮
の
京
城
(
ソ
ウ
ル
)
で
貧
窮
兵
士
や
下
層
住
民
の
自
然
震
生
的
暴
動

日
本
側
か
ら
事
漢
の
情
報
を
得
た
察
庶
昌
は
、
即
日
天
津
穂
督
の
張
樹
聾
ヘ
コ
両
麗
の
観

一
人
を
打
死
し
散
人
を
傷
つ
く
。
日
使
の
花
房
等
は
逃
れ
て
仁
川
に
至
る
云
々
」
と
打
電
し
、
措
い
て
翌
日
に

(

円

相

)

は

「日
本
の
兵
船
、
即
ち
に
高
麗
へ
赴
く
、
中
園
は
宜
し
く
兵
船
を
涯
し
、
前
往
し
て
獲
を
観
る
ベ
し
」
と
要
請
し
た
。
そ
の
後
二
週
間
に
わ

た
っ
て
、
震
庶
昌
は
入
手
し
た
朝
鮮
圏
内
の
情
報
や
日
本
側
の
動
向
を
連
日
の
よ
う
に
逐

一
打
電
し
績
け
、
頻
り
に
迅
速
な
振
兵
を
要
請
し
た

同
年
七
月
二
十
三
日
、

需 主
年欧
突事米
に襲列
日)強
本がと
使突の
館設僚
をし(約
園 Tこ42締
み V，-/結

間後
年ま
七も
月な
ニく
十

日

も
の
の
、

日
本
側
に
開
戦
の
意
圃
が
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
と
「
中
固
ま
た
鷹
さ
に
涯
兵
し
て
銀
座
し
、
高
麗
を
責
め
て
兇
徒
を
懲
掛
し
、
以

(

必

)

て
日
本
に
謝
す
ベ
し
」
と
提
案
し
て
い
る
。



繋
庶
昌
か
ら
の
情
報
と
要
請
に
接
し
た
張
樹
聾
は
、
醇
一
隅
成
か
ら
も
「
も
し
倭
兵
が
先
に
朝
鮮
に
到
着
す
れ
ば
、
彼
は
朝
鮮
王
を
虜
に
し
て

(

必

)

そ
の
首
都
に
居
座
り
、
琉
球
の
故
事
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
」
の
で
、
速
か
に
涯
兵
す
べ
し
と
説
得
さ
れ
て
即
時
涯
兵
に
踏
み
切
っ
た
。
清

園
軍
を
率
い
て
朝
鮮
へ
到
着
し
た
馬
建
忠
や
呉
長
慶
ら
は
大
院
君
を
並
致
し
て
情
勢
を
卒
静
に
戻
し
、
日
朝
聞
の
交
渉
を
促
進
し
た
結
果
、
同

年
八
月
三
十
日
、
謝
罪
使
涯
遣
・
被
害
者
補
償
な
ど
を
取
り
決
め
た
日
朝
聞
の
積
物
浦
篠
約
が
調
印
さ
れ
、
日
清
聞
の
衝
突
も
回
避
さ
れ
る
に

(

必

)

至
る
。こ
の
開
、
東
京
で
は
繋
庶
昌
が
外
務
卿
代
理
の
吉
田
清
成
と
交
渉
を
重
ね
た
。
同
年
八
月
四
日
、
繋
庶
昌
は
組
理
衛
門
の
訓
令
に
基
づ
い
て

「
高
麗
に
現
に
此
等
の
暴
奉
あ
れ
ば
、
擬
し
て
馬
道
蓋
建
忠
を
涯
し
、
兵
船
二
三
読
に
乗
坐
し
て
前
往
せ
し
め
、
貴
園
の
震
に
此
の
事
を
調
停

せ
ん
と
す
云
々
」
と
の
書
函
を
吉
田
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
同
年
八
月
六
日
、
吉
田
は
清
園
の
「
友
誼
」
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
本
件
(円む

に
つ
い
て
は
自
ら
慮
理
す
る
の
で
貴
国
政
府
の
配
慮
に
は
及
ば
な
い
旨
の
返
書
を
迭
り
、
暗
に
清
園
側
の
干
渉
を
排
除
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。
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清
園
側
の
朝
鮮
出
兵
の
意
園
を
明
示
す
る
た
め
、
家
庶
昌
は
さ
ら
に
同
年
八
月
九
日
「
朝
鮮
を
保
全
し
日
本
を
護
衛
す
る
」
た
め
の
出
兵
で
あ

る
旨
の
書
函
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
吉
田
は
ま
た

「
我
が
園
は
朝
鮮
と
約
を
立
て
、
待
つ
に
自
主
を
以
て
す
れ
ば
、
初
お
須
ら
く
約
に
援
り
て

照
排
す
ベ
し
」
と
主
張
し
、
自
ら
公
使
館
の
護
衡
に
嘗
た
る
の
で
涯
兵
の
必
要
は
な
い
こ
と
を
言
外
に
示
し
た
こ
と
か
ら
、
震
庶
昌
は
翌
日
再

度
反
駁
の
書
函
を
迭
り
「
朝
鮮
の
我
が
属
邦
た
る
は
衆
の
共
に
暁
る
所
」
で
あ
る
こ
と
、
今
回
の
朝
鮮
出
兵
は
「
属
邦
の
爵
に
組
を
正
す
」
行

(
川
崎
)

動
で
「
自
ら
己
の
事
を
掛
ず
る
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

日
本
側
の
意
固
に
疑
い
を
抱
い
た
察
庶
昌
は
、
情
物
浦
篠
約
が
締
結
さ
れ
て
壬
午
事
費
が
決

着
し
た
日
の
翌
日
(
同
年
八
月
三
十
一
日
)
、
総
理
街
門
へ
書
函
を
迭
り
、

「
日
本
は
事
事
に
中
園
と
難
を
篤
し
、

顕
ら
か
に
凌
鞭
の
意
を
存
し
、

諸
を
聾
色
に
見
わ
す
。
決
し
て
曲
意
周
旋
し
開
誠
布
公
し
て
聯
絡
す
べ
き
所
に
は
非
ず
。
恐
ら
く
将
来
馴
れ
ざ
れ
ば
和
を
失
い
打
位
し
て
止
ま

た
び

ざ
る
に
至
ら
ん
。

此
の
次
の
朝
鮮
の
役
は
圏
構
を
主
持
す
る
の
一
節
に
於
て
、
そ
の
筏
を
厭
わ
ざ
る
に
似
た
り
」
と
指
摘
し
て
劃
日
不
信
感
を

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
朝
鮮
策
を
提
言
し
て
い
る
。
||
「
想
う
に
、
廟
堂
に
は
自
ず
か
ら
権
衡
あ
り
。
若
し
英
人
の
印
度
を
慮

往
復
窪
田
函
に
よ
る
朝
鮮
属
園
論
争
を
逼
じ
て
、
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表
明
し
つ
つ
、
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た
だ

す
る
の
例
に
倣
い
、
直
ち
に
そ
の
王
を
慶
し
て
こ
れ
を
郡
鯨
と
す
る
能
わ
ば
、
以
後
事
事
に
膳
手
す
ベ
し
。
特
、
我
が
朝
の
仁
厚
も
て
未
だ
必

(

川

叩

)

ず
し
も
肯
え
て
此
の
如
く
措
置
せ
ざ
る
の
み
。
然
れ
ど
も
今
日
の
事
勢
を
論
ず
れ
ば
、
此
を
以
て
宜
し
き
と
魚
す
ベ
し
」
と
。
こ
こ
で
察
庶
昌

が
提
起
し
た
朝
鮮
直
轄
リ
併
合
論
は
、
従
来
の
宗
廃
関
係
の
改
獲
を
意
圃
し
た
も
の
で
、
壬
午
事
出
現
前
に
挑
文
棟
が
建
議
し
た
朝
鮮
三
策
の
内

の
「
上
策
」
と
共
通
す
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
繋
庶
昌
・
銚
文
棟
ら
の
朝
鮮
併
合
論
の
動
機
が
、
日
本
の
朝
鮮
併
合
の
可
能
性
を

危
倶
す
る
針
日
不
信
感
、
封
日
警
戒
心
に
あ
司
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

壬
午
事
襲
後
の
封
日
外
交
論
策
に
お
い
て
、
察
庶
昌
が
屡
々
強

硬
外
交
論
を
主
張
し
た
の
も
封
日
不
信
感
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
饗
庶
昌
は
一
方
で
劉
日
不
信
感
を
動
機
と
し
て
朝
鮮
併
合
論
を
提
唱
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
日
本
圏
内
の
漢
撃
者
を
中
心
と
す

(

印

)

る
日
清
提
掲
論
者
と
の
接
燭

・
交
流
を
、
通
じ
て
雨
園
の
文
化
的
親
近
性
を
自
費
す
る
に
と
も
な
い
、
日
清
聞
の
懸
案
を
解
決
し
て
提
掲
し
得
る

可
能
性
を
も
追
求
し
始
め
る
。
八
二
年
九
月
六
日
附
の
総
理
街
門
あ
て
の
書
函
に
お
い
て
、
察
庶
昌
は
赴
任
後
の
半
年
徐
の
劃
日
外
交
の
吠
況

を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
が
、
琉
球
問
題
に
つ
い
て
は
壬
午
事
鑓
直
後
に
琉
球
官
吏
の
馬
乗
才
が
舎
見
を
求
め
、
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題
の
同

"-80ー

時
解
決
を
要
請
す
る
請
願
書
を
提
出
し
た
の
で
遁
嘗
に
慰
撫
し
て
お
い
た
こ
と
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
は
壬
午
事
襲
が
起
こ
る
や
日
本
圏
内
の

議
論
紛
伝
と
し
て
清
園
に
八
つ
嘗
り
の
勢
い
で
あ
っ
た
も
の
の
、
清
園
箪
の
迅
速
な
涯
兵
に
驚
い
て
自
粛
し
た
こ
と
、

日
本
は
朝
鮮
が
清
園
の

腐
園
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
擾
観
の
さ
な
か
に
榎
本
武
揚
を
駐
清
公
使
と
し
て
北
京
へ
涯
遣
す
る
の
は
清
園
を
安
心
さ
せ

慰
撫
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
榎
本
は
海
軍
中
将
で
外
交
に
も
通
達
し
、
東
京
で
は
興
直
舎
を
創
立
し
た
が
、

そ
の
意
圃
は
「
東
方
の
園
を
聯

絡
し
て
亜
細

E
を
興
す
を
以
て
名
と
帰
す
に
在
り
」、

何
如
一
軍
と
繋
庶
昌
は
と
も
に
入
舎
し
た
こ
と
な
ど
に
言
及
し
つ
つ
、

さ
ら
に
赴
任
後
の

半
年
徐
の
開
「
外
交
の
場
で
は
卑
下
す
る
こ
と
な
く
毅
然
と
劃
腔
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
側
の
接
待
に
も
失
躍
な
黙
は
な
い
が
、
言
葉
遣
い
や
振

(
日
)

舞
い
に
清
園
を
軽
視
し
西
洋
を
重
視
す
る
意
園
が
見
ら
れ
る
の
で
内
心
不
快
を
費
え
る
」
こ
と
を
附
け
加
え
て
い
る
。

(

臼

)

日
清
提
蝿
・
ア
ジ
ア
振
興
を
大
義
名
分
と
し
て
組
織
さ
れ
た
輿

E
舎
へ
入
曾
し
、
日
本
圏
内
の
日
清
提
構
論
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
封
清
外

交
の
情
報
を
入
手
し
得
た
こ
と
に
よ
り
、
繋
庶
昌
の
劃
日
不
信
感
は
か
な
り
薄
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年
九
月
二
十
八
日
附
の
穂
理
街
門



あ
て
の
書
函
に
よ
れ
ば

「
日
本
人
は
嘗
初
清
圏
の
朝
鮮
へ
の
波
兵
を
聞
い
て
、
嘗
来
の
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
猪
疑
心
を
増
幅
さ
せ
、
必
ず
や

清
園
が
日
朝
聞
に
入
っ
て
困
難
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
と
憂
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
清
園
兵
の
到
着
後
は
彼
此
互
い
に
櫨
節
を
以
て
臆
射
し
、

朝
鮮
に
射
し
て
も
甚
だ
し
く
要
求
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
清
園
が
和
卒
を
主
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
清
園
に
射
す
る
疑
念
も
漸
く
解
消

(

臼

)

さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
。
壬
午
事
獲
を
契
機
に
、
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
相
互
の
不
信
感
も
解
消
へ
向
い
つ
つ
あ
る
か
の
如
き
認

識
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
繁
庶
昌
は
懸
案
の
琉
球
問
題
解
決
に
再
び
取
り
掛
か
る
こ
と
と
な
る
。

八
二
年
十
月
の
中
旬
、
参
議
粂
大
競
卿
の
松
方
正
義
が
清

園
公
使
館
を
訪
問
し
た
機
舎
を
捉
え
て
、
察
庶
昌
は
松
方
を
あ
る
場
所
へ
誘
い
出
し
て
懇
談
し
た
が
、

そ
の
際
松
方
は
「
E
細
亜
は
宜
し
く
振

興
和
睦
す
ベ
し
」
と
い
う
趣
旨
の
ア
ジ
ア
連
合
論
を
唱
え
、
琉
球
の
事
に
も
言
及
し
た
の
で
、
繋
庶
昌
も
「
球
案
結
ば
ざ
れ
ば
中
日
雨
園
の
交

(

臼

)

情
は
終
に
侍
む
べ
か
ら
ず
」
と
返
答
し
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
一
週
間
ほ
ど
後
の
同
年
十
月
二
十
五
日
、
饗
庶
昌
と
松
方
は
再
び
琉
球
問
題
を

ゆ
る

め
ぐ
っ
て
懇
談
し
た
が
、
そ
の
時
察
庶
昌
は
ま
ず
「
中
南
南
島
を
琉
球
人
に
返
還
し
て
日
清
南
属
を
准
し
、
日
清
南
園
が
篠
約
を
締
結
し
て
保

護
す
る
」
と
い
う
同
年
二
月
の
李
鴻
章
・
竹
添
舎
談
に
お
け
る
清
園
側
提
案
を
蒸
し
返
し
、
決
い
で
「
中
島
を
琉
球
に
返
還
し
南
島
を
日
本
に

信
仰
属
さ
せ
る
」
と
い
う
中
島
・
南
島
交
換
案
を
持
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
松
方
は
井
上
外
務
卿
と
協
議
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
だ
け
で
、
懇
談
の

〈

日

)

な
か
で
は
具
瞳
的
な
解
決
案
は
浮
上
し
な
か
っ
た
。
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し
か
し
、
繋
庶
昌
と
松
方
は
そ
の
後
も
再
三
接
簡
を
績
け
、

八
三
年
二
月
に
至
っ
て
琉
球
分
割
案
に
代
わ
る
「
一
善
了
の
排
法
」
を
取
り
ま

と
め
る
。
察
庶
昌
は
同
年
二
月
二
日
附
の
李
鴻
章
あ
て
の
電
報
に
お
い
て
「
松
方
と
球
案
に
閲
す
る
一
殊
法
を
議
す
。
琉
球
を
濁
立
園
と
認
め

て
尚
氏
の
朝
貢
す
る
に
任
せ
、
中
園
よ
り
加
封
し
終
る
の
後
、
日
本
は
琉
球
に
豚
を
置
き
て
向
氏
を
豚
令
に
任
じ
、
世
襲
せ
し
め
ん
と
す
。
嘗

あ
り
や
否
や
」
と
報
告
し
て
承
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、

「
松
方
が
昨
日
来
訪
し
て
報
ず
る
所
に
よ
る
と
、
排
法
の
通
り
貫
行
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
け
れ
ど
も
、

琉
球
の
専
属
を
撃
明
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
」

さ
ら
に

「
封
貢
を
復
す
る
こ
と
さ
え
で
き
れ

457 

と
の
情
報
を
追
加
し
、

(
日
)

ば
、
そ
の
他
は
概
ね
推
し
て
日
本
に
興
え
て
も
よ
い
と
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
繋
庶
昌
の
電
報
を
受
け
取
る
や
、
李
鴻
章
は
翌
日
そ
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れ
を
総
理
街
門
へ
輔
、
迭
す
る
と
と
も
に
、
提
示
さ
れ
た
「
排
法
」
に
つ
い
て
は
「
ま
ず
ま
ず
の
案
で
あ
る
」
と
肯
定
的
に
評
慣
し
つ
つ
、

だ
琉
球
王
を
鯨
令
と
改
め
る
の
は
名
賀
合
致
し
な
い
け
れ
ど
も
、

こ
の
貼
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
専
属
を
聾
明
し
た
い
と
い
う
意
固
が 「た

日
本
へ
の
専
厨
を
意
味
す
る
の
な
ら
ば
、
将
来
問
題
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
琉
球
全
土
を
取
り
戻
す
こ
と
は
時
勢
上
と
て
も
で

き
な
い
。
と
す
れ
ば
結
局
こ
れ
で
結
了
す
べ
き
か
ど
う
か
禦
庶
昌
に
指
示
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
、
暗
に
察
庶
昌
案
で
決
着
す
ベ

(

幻

〉

ど

と

し
と
示
唆
し
て
、
最
終
的
な
決
断
を
組
理
街
門
へ
委
ね
た
。
と
こ
ろ
が
、
総
理
街
門
は
繋
庶
昌
案
に
難
色
を
示
し
、
「
此
の
似
き
排
法
は
暫
く

お
く

(
日
山
)

緩
ら
す
に
如
か
ず
」
と
回
答
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
し
て
も
饗
庶
昌
案
は
水
泡
に
蹄
す
る
こ
と
と
な
る
。

2 

琉
球
問
題

・
朝
鮮
問
題
の
同
時
解
決
策

繋
庶
昌
と
松
方
が
尚
氏
世
襲
鯨
令
案
(
加
封
進
貢
縫
績
案
)
を
纏
め
つ
つ
あ
っ
た
の
と
併
行
し
て
、
或
は
そ
の
前
後
に
、
明
治
政
府
の
内
部
で
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も
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
濁
自
の
解
決
案
が
論
議
さ
れ
て
い
た
。
壬
午
事
麗
後
、
封
清
閥
係
を
め
ぐ
っ
て
明
治
政
府
の
内
部
に
協
調

(
印
)

論
と
針
決
論
が
掛
抗
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
繋
庶
昌
の
劃
日
外
交
論
策
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
議
論
は
井
上
毅
の
朝
鮮

・
琉

球
論
で
あ
ろ
う
。

壬
午
事
費
直
後
の
八
二
年
八
月
十
二
日
、
井
上
毅
は
吉
田
外
務
卿
代
理
へ

「
朝
鮮
の
事
は
琉
球
と
は
異
な
る
。
朝
鮮
は
公
法
上
の
牟
濁
立
園

で
、
腐
邦
非
腐
邦
の
論
を
持
ち
出
す
の
は
得
策
で
な
い
。
篠
約
に
よ
っ
て
照
排
す
る
の
主
義
を
と
る
べ
し
」
と
の
趣
旨
を
申
し
入
れ
、
清
固
と

の
腐
園
論
争
を
回
避
す
る
方
針
を
示
し
、

清
園
側
の
属
邦
論
を
黙
許
し
た
形
跡
が
あ
る
の
は
遺
憾
と
し
て

(
印
)

「
彼
の
慮
分
を
黙
許
せ
ざ
る
の
意
思
を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
勧
告
し
、
あ
く
ま
で
も
廃
園
否
認
の
立
場
を
貫
い
て
い
る
。
し
か
し
、

済
物
浦
燦
約
締
結
の
翌
日
に
も
、

井
上
毅
は
針
清
針
決
論
に
興
し
た
の
で
は
な
く
、
他
方
で
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
侵
略
は
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
る
と
の
親
酷
か
ら
、

八
二

年
九
月
十
七
日
附
の
伊
藤
博
文
あ
て
の
書
函
に
お
い
て
日
清
米
あ
る
い
は
日
清
米
英
濁
に
よ
る
朝
鮮
の
共
同
保
護
・
永
久
中
立
案
を
考
慮
す
ベ

し
と
提
議
し
、

さ
ら
に
同
年
九
月
二
十
三
日
附
の
山
鯨
有
朋
あ
て
の
書
函
で
も
「
清
園
の
朝
鮮
干
渉
の
深
浅
は
計
り
難
い
が
、

い
ず
れ
将
来
わ



が
園
は
清
園
の
意
表
に
出
る
よ
う
な
遠
大
の
長
策
を
必
要
と
す
る
。
先
に
提
出
し
た
ベ
ル
ギ
ー
・
ス
イ
ス
の
よ
う
な
永
久
中
立
圏
、
共
同
保
護

(

臼

)

案
は
上
策
か
と
思
わ
れ
る
」
と
勧
告
し
、
重
ね
て
朝
鮮
の
永
久
中
立
園
案
、
共
同
保
護
案
の
検
討
を
促
し
て
い
る
。

論
が
勢
い
を
増
し
、

同
じ
頃
、
清
園
の
内
部
で
は
壬
午
事
襲
の
迅
速
な
軍
事
的
鎮
座
に
乗
じ
て
、
懸
案
の
琉
球
問
題
解
決
の
た
め
に
東
征
す
べ
し
と
の
日
本
遠
征

(

臼

)

そ
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
日
清
聞
の
最
大
の
争
黙
と
し
て
琉
球
問
題
が
再
び
前
面
に
押
し
出

さ
れ
る
情
勢
と
な
司
た
の
で
あ
る
。
繋
庶
昌
は
「
球
案
解
決
の
た
め
逮
に
日
本
と
兵
を
構
え
る
べ
か
ら
ず
、
軍
備
を
整
え
専
ら
球
案
を
論
じ
て

(

臼

)

日
本
の
非
を
詰
る
手
段
と
す
べ
し
」
と
の
李
鴻
-章
の
見
解
を
支
持
し
て
東
征
論
を
批
判
し
、
松
方
と
の
聞
で
琉
球
問
題
の
解
決
案
を
検
討
し
た

わ
け
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
日
本
の
海
軍
旗
張
の
朕
況
を
逐
一
総
理
街
門
へ
報
告
し
、
八
三
年
一
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
の
李
鴻
章
と
の
往

(

臼

)

復
電
報
で
は
、
日
本
が
海
軍
旗
張
を
急
い
で
い
る
の
は
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
開
戦
に
備
え
る
た
め
で
あ
る
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
繋

庶
昌
の
向
氏
世
襲
牒
令
案
が
水
泡
に
信
仰
し
た
後
も
、
東
征
論
の
高
揚
す
る
な
か
で
、
李
鴻
章
は
な
お
米
園
書
記
官
ホ
ル
コ
ム
に
琉
球
を
濁
立
さ

せ
日
清
共
同
保
護
園
と
す
る
案
を
提
起
し
、
米
園
の
仲
裁
を
希
望
し
て
い
た
が
、
「
日
清
の
和
局
敗
れ
ん
と
す
る
の
情
報
」
が
世
界
各
地
か
ら

(

臼

〉

日
本
へ
も
停
え
ら
れ
、
琉
球
問
題
の
外
交
的
解
決
は
困
難
視
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
越
南
を
め
ぐ
る
清
併
紛
争
も
八
二
年
の
後
半
以
降
衣
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第
に
激
化
し
は
じ
め
、
清
園
側
は
フ
ラ
ン
ス
に
越
南
の
共
同
保
護
案
を
提
案
し
、
八
三
年
一
月
の
時
黙
で
李
鴻
章
・
ブ

l
レ

I
費
書
を
安
結
し

(

伺

〉

た
も
の
の
、
政
襲
後
の
フ
ラ
ン
ス
新
政
府
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
の
園
際
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
井
上
毅
は
再
び
琉
球
・
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
解
決
案
を
構
想
し
、
八
三
年
五
月
十
二
日

附
の
書
函
で
「
清
園
が
フ
ラ
ン
ス
に
越
南
の
共
同
保
護
案
を
提
案
し
た
こ
の
機
舎
に
乗
じ
て
、
日
清
米
に
よ
る
朝
鮮
の
共
同
保
護
案
を
提
起
す

(
m
w
)
 

日
清
聞
の
疑
念
も
氷
解
す
る
」
旨
山
鯨
へ
停
え
て
い
る
。
再
度

れ
ば
、
清
園
も
受
け
入
れ
る
は
ず
で
、
こ
れ
で
朝
鮮
に
お
け
る
劣
勢
を
挽
回
、

の
朝
鮮
共
同
保
護
案
の
提
起
か
ら
一
箇
月
後
、
井
上
毅
は
琉
球
問
題
に
つ
い
て
も
新
た
な
解
決
方
法
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
渡
欧
中
の
伊

藤
博
文
の
掃
園
序
に
天
津
か
上
海
に
立
ち
寄
っ
て
李
鴻
章
と
面
談
さ
せ
、
東
洋
全
局
の
保
全
・
日
清
の
交
誼
親
密
の
針
路
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
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と
し
、
面
談
の
際
に
李
鴻
-
章
が
琉
球
問
題
に
論
及
し
た
場
合
は
、
伊
藤
の
方
か
ら
「
故
の
琉
球
王
向
泰
を
沖
縄
島
司
と
す
る
、

た
だ
し
将
来
琉
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球
の
こ
と
に
つ
い
て
清
国
側
は
一
切
不
問
に
付
す
」
と
い
う
妥
協
案
を
提
示
し
、
序
に
「
朝
鮮
を
中
立
園
と
し
日
清
米
三
園
で
共
同
保
護
す
る

〈
同
山
〉

一
策
」
も
打
診
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。
琉
球
問
題
の
解
決
な
く
し
て
日
清
の
親
交
な
し
と
主
張
す
る
清
国
側
の
面
白
を
立
て
る
た
め
に

向
泰
の
復
封
ま
で
譲
歩
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
沖
縄
島
司
案
で
妥
協
さ
せ
る
序
に
朝
鮮
共
同
保
護
案
も
質
現
す
る
と
い
う
同
時
解
決

そ
の
際
「
も
し
李
鴻
章
が
琉
球
復
封
に
固
執
し
協
議

(

伺

)

不
調
と
な
る
な
ら
ば
、
清
閣
に
戦
意
あ
り
と
認
定
し
、
将
来
の
針
路
を
戦
備
に
一
決
す
る
」
と
い
う
附
帯
保
件
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
に
も
注
目

の
構
想
を
、
井
上
毅
は
山
鯨
参
議
や
川
村
海
軍
卿
へ
頻
り
に
提
唱
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
が
李
鴻
章
と
面
談
す
る
こ
と
な
く
開
園
し
た
こ
と
か
ら
、
井
上
毅
の
構
想
は
試
さ
れ
る
機
舎
を
失
っ
た
が
、

た
と
え

面
談
の
機
舎
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
は
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
清
園
側
の
線
理
街
門
は
既
に
繋
庶
昌
の
提
起

し
た
向
氏
世
襲
豚
令
案
(
燭
封
進
貢
緩
績
案
)
に
さ
え
難
色
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
井
上
毅
の
朝
鮮
共
同
保
護
論
は
な
お
針
清
外
交
の
選
揮
肢
の
一
つ
と
し
て
追
求
さ
れ
た
。

八
三
年
八
月
十
六
日
、
明
治
政
府
の
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意
を
受
け
た
団
連
太

一
が
東
京
の
清
園
公
使
館
を
訪
れ
た
の
も
そ
の

一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
饗
庶
昌
は
回
迭
と
の
聞
で
次
の
よ
う
な
議
論

(
叩
)

を
展
開
し
て
い
る
。

田
法

安
南
と
フ
ラ
ン
ス
が
篠
約
を
締
結
し
た
の
は
数
十
年
前
な
の
に
、
清
園
は
聞
い
て
聞
か
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。

い
ま
、
域
陥
落
し
王

降
伏
す
る
に
至
っ
て
口
舌
で
こ
れ
を
争
っ
て
も
、
恐
ら
く
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
清
園
の
た
め
に
惜
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更

に
憂
慮
す
べ
き
は
朝
鮮
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
は
自
主
の
園
で
、
各
国
と
傑
約
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
れ
を
貴
園
と
わ
が
園
の
保
護
に
掃
し
、

欧
州
に
お
け
る
ス
イ
ス

・
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
に
永
久
中
立
園
と
す
れ
ば
、
永
久
に
踊
根
を
絶
つ
こ
と
が
で
き
る
。

雪き

朝
鮮
と
安
南
は
と
も
に
中
閣
の
属
邦
で
、
保
護
す
る
に
軽
重
は
な
い
が
、
朝
鮮
は
北
京

・
天
津
と
遠
く
な
い
の
で
、
も
し
朝
鮮
に
事
件

が
起
こ
れ
ば
我
が
園
は
全
力
を
奉
げ
て
争
い
、
安
南
の
よ
う
に
緩
慢
に
封
躍
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
閣
下
の
議
論
は
一
つ
の
見
解
と
い
う

べ
き
で
あ
る
が
、
中
園
は
全
く
無
力
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
属
邦
を
度
外
に
置
い
て
問
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

回
謹

私
は
貴
園
が
安
南
を
争
う
力
が
な
い
と
は
調
わ
な
い
。
朝
鮮
を
し
て
巌
然
と
し
て
自
主
の
固
た
ら
し
め
、
世
界
各
園
と
傑
約
を
締
結



さ
せ
れ
ば
、
前
を
顧
み
後
を
慮
か
る
を
売
れ
な
い
。
暫
く
貴
園
の
属
土
た
ら
し
む
れ
ば
、
ロ
シ
ア
と
賓
園
の
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ

自
主
の
園
と
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
導
い
て
日
清
両
国
の
保
護
の
園
と
な
せ
ば
(
保
護
の
園
は
必
ず
し
も

る
。
現
在
、
朝
鮮
は
米
園
と
逼
好
し
、

朝
貢
す
る
こ
と
を
防
げ
な
い
〉
、

ロ
シ
ア
は
垂
挺
し
て
も
手
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

閣
下
の
い
わ
ゆ
る
雨
園
保
護
の
一
件
は
、
園
際
法
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
し
ロ
シ
ア
が
朝
鮮
を
呑
臨
す
る
野
心
を
持

っ
て
い

る
の
な
ら
、
一
園
の
保
護
で
も
少
な
レ
と
は
い
え
ず
、
商
圏
の
保
護
で
も
ま
た
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
。
わ
が
雨
園
は
現
在
琉
球
問
題

の
た
め
に
阻
舗
を
き
た
し
て
い
る
の
に
、

事E

ど
う
し
て
朝
鮮
の
共
同
保
護
の
読
な
ど
鴛
し
得
ょ
う
か
。

も
し
貴
園
が
琉
球
を
返
還
し
得
る
な
ら

ば
、
或
は
協
議
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

団
連

閣
下
は
現
在
琉
球
問
題
が
未
解
決
だ
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
雨
者
は
自
ず
か
ら
異
な
り
、
関
係
な
い
と
思
う
。
閣
下
が
日
清
商
圏

の
保
護
で
不
満
な
ら
ば
、
米
国
を
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

事害

閣
下
は
東
方
の
大
局
と
い
う
見
地
か
ら
論
じ
て
お
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

わ
が
雨
闘
の
同
心
協
力
を
欲
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
琉
球
問
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題
を
解
決
す
る
こ
と
な
し
に
は
い
か
な
る
論
説
も
賀
行
し
難
い
。

一
見
朝
鮮
の
共
同
保
護
論
に
は
消
極
的
に
劃
昨
服
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見

え
る
。
し
か
し
、
家
庶
昌
も
ま
た
既
に
朝
鮮
の
共
同
保
護
論
を
構
想
し
つ
つ
あ
っ
た
。
繋
庶
昌
・
田
進
曾
談
の
概
要
を
報
告
し
た
総
理
街
門
あ

越
南
問
題
を
め
ぐ
る
清
併
緊
張
の
激
化
と
い
う
園
際
情
勢
を
利
用
し
て
、

わ
け
で
あ
る
が
、
整
庶
昌
は
琉
球
復
圏
が
先
決
問
題
だ
と
主
張
し
、

団
法
は
頻
り
に
日
清
に
よ
る
朝
鮮
の
共
同
保
護
論
を
吹
き
込
ん
だ

て
の
八
三
年
十
月
四
日
附
の
書
函
に
お
い
て
、
家
庶
昌
は
次
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。
|
|
「
田
迭
は
中
日
南
園
あ
る
い
は
中
日
米
三
園
に

よ
る
朝
鮮
の
共
同
保
護
論
を
提
起
し
た
が
、
私
も
以
前
か
ら
こ
の
構
想
を
抱
い
て
い
る
も
の
の
、
清
傍
紛
争
が
決
着
し
て
い
な
い
の
で
私
の
方

か
ら
提
起
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

日
本
の
朝
鮮
経
営
は
長
い
歳
月
を
経
て
い
る
。
初
め
は
頗
る
濁
断
的
で
中
園
の
宗
主
権
を
奪
お
う
と
試

み
た
が
、
最
近
は
こ
の
願
望
を
、
途
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
米
朝
篠
約
以
後
は
さ
ら
に
後
退
し
た
よ
う
で
あ
る
。
情
勢
を
見
極

め
て
琉
球
問
題
を
轄
固
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
朝
鮮
が
衣
々
に
欧
米
各
園
と
篠
約
を
結
び
欧
米
人
が
朝
鮮
へ
入
り
込
め

461 
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ば
、
中
園
の
管
轄
権
は
殆
ど
無
に
等
し
く
な
る
。
中
園
が
代
わ
っ
て
治
め
る
こ
と
で
、
多
く
の
困
難
を
抱
え
込
む
よ
り
は
、

一
計
を
案
じ
て
朝

(

礼

〉

日
本
が
琉
球
返
還
を
約
束
す
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
の
共
同
保
護
論
に
同
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
。

鮮
を
中
立
化
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

一
年
前
の
朝
鮮
併
合
H
直
轄
論
を
放
棄
し
て
日
清
の
共
同
保
護
論
を
構
想
す
る
に
至
っ
て
い
た
察
庶
昌
は
、
内
心
で
は
回
途
の
提
案
を
歓
迎

し
、
早
速
琉
球
復
園
を
篠
件
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
総
理
街
門
へ
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

琉
球
放
棄

・
朝
鮮
保
全
論
と
日
清
同
盟
構
想

1 

甲
申
政
獲
前
の
日
清
提
機
論
と
針
決
論

察
庶
昌
が
琉
球
復
園

・
朝
鮮
共
同
保
護
論
を
提
起
し
た
背
景
に
は
、

八
三
年
後
半
以
降
、
越
南
を
め
ぐ
る
清
傍
紛
争
が
益
々
激
化
の
兆
し
を

- 86-

見
せ
は
じ
め
、

日
併
同
盟
の
可
能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
李
鴻
章
は
八
三
年
六
月
二
十
四
日
附
の
繋
庶
昌
あ
て
の
電

報
で
、

フ
ラ
ン
ス
駐
在
の
曾
紀
津
や
清
園
駐
在
の
米
公
使
ヤ
ン
グ
ら
の
情
報
に
よ
る
に

「日
本
は
フ
ラ
ン
ス
を
助
け
て
華
を
攻
む
る
の
意
あ
り

(

η

)

 

と
稿
す
、
確
か
な
り
や
否
や
」
と
問
い
合
わ
せ
、
日
併
の
動
向
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
。
ま
た
清
圏
内
に
は
劉
日
警
戒
論
が
撞
頭
し
、
翰
林

院
編
修
の
賞
園
理
の
如
き
は
日
本
が
フ
ラ
ン
ス
と
結
託
し
て
蓋
湾
を
攻
撃
す
る
可
能
性
を
強
調
し
つ
つ
、
防
衛
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
て

(
符
)

い
た
。

察
庶
昌
は
李
鴻
章
の
確
認
電
報
に
射
し
て
は
「
日
本
圏
内
の
近
況
頗
る
安
静
、

(

九

)

ヤ
ン
グ
の
読
は
未
だ
確
か
な
ら
ざ
る
に
似
た
り
」
と
返
電
し
、
次
い
で
八
三
年
八
月
九
日
附
の
総
理
街
門
あ
て
の
書
函
に
お
い

て、

フ
ラ
ン
ス
を
助
け
る
意
固
あ
る
や
に
は
見
え
ず
、
曾
紀
津

フ
-
フ
ン
ス

と
の
「
力
争
」
を
主
張
し
つ
つ
も
、
岩
倉
具
視
が
死
去
の
直
前
ま
で
琉
球
問
題
に
関
心
を
示
し
「
球
案
結
ば
ざ
る
も
鄭
交
を
固
く
す
べ
し
」
と

(

河

〉

遺
言
し
た
こ
と
を
俸
え
、
日
本
圏
内
の
「
日
清
提
揖
論
者
」
の
言
動
に
注
目
し
て
い
る
。
し
か
し
、

」
の
開
フ
ラ
ン
ス
が
頻
り
に
日
併
同
盟
の

形
成
を
日
本
へ
打
診
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
明
治
政
府
は
日
併
同
盟
の
メ
リ
γ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
慎
重
に
考
慮
し
つ
つ
、

フ
ラ
ン
ス
に
射
し



(

祁

)

て
は
「
不
容
不
垣
ノ
開
ニ
於
テ
彼
ノ
望
ヲ
維
持
」
す
る
態
度
を
採
り
、
清
園
に
封
し
て
は
「
日
本
と
中
園
は
交
誼
素
よ
り
敦
け
れ
ば
、
断
じ
て

(

打

)

法
圏
と
と
も
に
中
園
を
合
謀
す
る
の
理
な
し
」
と
強
調
し
、
表
向
き
日
清
友
好
の
立
場
を
表
明
し
た
。
も
っ
と
も
、
日
本
は
兵
員
職
法
用
の
兵

船
三
綬
を
フ
ラ
ン
ス
へ
貰
却
し
た
と
か
、

日
本
の
兵
士
が
第
務
者
に
端変
装
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
雇
わ
れ
て
い
る
と
か
、
清
傍
南
軍
の
ソ
ン
タ
イ
舎

戦
で
は
日
本
兵
が
フ
ラ
ン
ス
を
助
け
日
本
兵
の
負
傷
者
も
少
な
く
な
い
な
ど
の
「
外
聞
の
俸
言
」
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
禦
庶
昌
は

八
三
年
十
二
月
二
十
四
日
附
の
日
本
外
務
省
へ
の
照
舎
に
お
い
て
、
「
九
そ
此
れ
無
根
の
言
に
し
て
本
大
臣
に
在
り
て
は
原
よ
り
相
い
信
ぜ
ざ

る
も
、
然
れ
ど
も
紛
紛
籍
籍
と
し
て
俸
播
日
に
贋
ま
る
」
と
指
摘
し
、
日
本
側
へ
員
備
の
ほ
ど
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
伊
藤
外
務
卿
代
理

は
「
全
く
無
稽
の
謬
停
に
し
て
、
乃
ち
我
が
政
府
の
未
だ
曾
て
珠
想
せ
ざ
る
所
の
者
に
係
れ
ば
、
必
ず
し
も
傘
慮
を
煩
わ
さ
ざ
る
ベ
し
」
と
回

(
苅
)

答
し
て
い
る
。

八
四
年
三
月
の
パ
ク
ニ
ソ
曾
戟
に
お
け
る
清
園
軍
敗
北
の
報
が
停
わ
る
や
、
同
年
四
月

(
m
m
〉

八
日
、
北
京
に
お
い
て
政
饗
が
起
こ
り
、
恭
親
王
ら
の
劃
外
協
調
涯
が
失
脚
す
る
。
そ
の
前
後
、
清
圏
内
で
は
主
戦
涯
の
封
悌
・
封
日
決
戦
論

が
勢
い
を
増
し
、
外
交
嘗
局
へ
の
批
判
も
一
段
と
高
ま
り
、
多
玉
麟
の
如
き
は
清
越
園
境
の
傘
重
、
清
圏
軍
の
園
境
へ
の
撤
退
な
ど
を
取
り
決

め
た
同
年
五
月
十
一
日
の
李
鴻
章
一
・
フ
ル
ニ
エ
協
定
を
公
然
と
批
剣
し
た
外
、
劉
銘
俸
な
ど
は
「
和
を
言
う
者
は
嘗
に
伊
翠
和
し
て
兵
費
賠
償

(
印
〉

し
、
天
津
和
し
て
義
民
裁
を
受
け
、
蓋
潤
和
し
て
琉
球
坐
失
し
、
越
南
和
し
て
藩
服
存
す
る
な
き
を
思
う
ベ
し
」
と
強
調
し
て
い
た
。
主
戦
論

H
針
外
強
硬
論
が
急
速
に
勢
い
を
増
し
た
北
京
政
蟹
の
直
後
に
、
繋
庶
昌
は
李
鴻
章
一
・
フ
ル
ニ
エ
協
定
を
支
持
し
つ
つ
「
最
近
、
傍
越
の
事
件

は
落
着
し
、
外
相
は
漸
く
持
ん
で
い
る
。
琉
球
問
題
だ
け
は
懸
案
と
な
っ
て
ま
だ
結
着
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
将
来
ど
の
よ
う
な
解
決
策
を

そ
の
聞
に
も
清
傍
戦
争
は
激
化
の
一
途
を
た
ど
り
、

- 87ー

検
討
す
る
に
せ
よ
、
再
び
兵
端
を
煩
わ
す
に
足
ら
な
い
。
然
ら
ば
今
日
宜
し
く
加
意
講
求
す
べ
き
者
は
、
専
ら
内
政
を
整
筋
す
る
に
在
る
」
と

(
引
山
〉

主
張
し
、
中
外
の
協
力
瞳
制
の
維
持
と
圏
内
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
、
暗
に
主
戦
論
H
H
封
外
強
硬
論
を
批
判
し
た
。

463 

と
こ
ろ
が
、
李
鴻
章
・
フ
ル
ニ
エ
協
定
の
破
綻
を
経
て
、
清
傍
戦
争
は
振
り
出
し
に
戻
り
、
八
四
年
八
月
二
十
三
日
の
馬
尾
戦
役
で
一
帽
州
艦

陵
が
壊
滅
し
た
後
、
日
併
提
掃
の
可
能
性
も
一
段
と
強
ま
る
に
至
る
。
清
園
海
軍
の
弱
盟
を
暴
露
し
た
馬
尾
敗
戦
の
報
を
受
け
て
、
日
本
圏
内
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(
位
)

で
も
フ
ラ
ン
ス
へ
荷
措
す
る
論
調
が
強
ま
る
な
か
で
、
察
庶
昌
は
同
年
八
月
三
十
日
井
上
外
務
卿
へ
照
舎
を
迭
り
、
清
併
開
戦
を
通
報
す
る
と

と
も
に
「
貴
園
、
公
法
に
按
照
し
、
局
外
中
立
し
て
各
地
方
に
明
筒
し
、
法
人
に
軍
火

・
煤
斤
一
切
の
物
件
を
接
済
す
る
を
禁
止
」
さ
れ
た
し

(
回
)

と
要
請
し
た
。
要
請
通
り
明
治
政
府
は
表
面
上
局
外
中
立
を
維
持
し
た
も
の
の
、
日
傍
同
盟
の
可
能
性
を
も
ち
ら
つ
か
せ
つ
つ
、
こ
の
機
舎
に

琉
球
問
題
を
結
着
す
ベ
く
、
外
交
努
力
を
傾
注
す
る
。
同
年
八
月
二
十
六
日

・
二
十
七
日
の
榎
本
・
李
鴻
章
曾
談
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。
馬

尾
敗
戦
の
報
に
狼
狽
し
た
李
鴻
章
は
清
園
朝
廷
に
全
局
を
透
観
す
る
人
の
い
な
い
の
を
嘆
き
、
別
に
手
段
は
な
い
も
の
か
と
質
情
を
吐
露
し
て

榎
本
へ
相
談
を
持
ち
か
け
た
の
で
、
榎
本
が
過
日
組
理
街
門
へ
日
清
提
構
に
つ
い
て
私
見
を
申
し
入
れ
た
顛
末
を
語
っ
た
と
こ
ろ
、
李
鴻
-
章
は

殆
ど
感
泣
の
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
榎
本
が
井
上
外
務
卿
の
指
示
に
従
っ
て
、
欧
州
各
園
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
現
肢
に
つ
い
て
論
じ
た
と
こ

ろ
、
李
鴻
-
章
は
「
買
に
そ
の
通
り
。
歴
史
上
か
ら
言
っ
て
も
、
貴
固
と
我
が
固
と
は
相
い
結
ん
で
外
侮
を
防
が
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

ま
た
琉
球
の

問
わ
ず
し
て
可
な
る
一
小
事
た
る
に
過
ぎ
ず
云
々
」

(

脳

)

李
鴻
章
一
の
言
葉
を
「
員
に
心
胸
を
吐
露
し
た
も
の
」
と
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
清
園
側
が
榎
本
や
井
上
の
日
清
提

橋
・
ア
ジ
ア
連
合
論
を
ど
れ
ほ
ど
員
面
白
に
考
慮
し
た
か
は
な
お
速
断
で
き
ず
、
こ
の
聞
に
も
察
庶
昌
は
李
鴻
章
あ
て
に
「
日
本
軍
艦
は
長
崎

故
を
以
て
互
い
に
相
い
忌
み
し
が
如
き
は
度
外
に
措
き
、

と
麿
じ
た
旨
、

榎
本
は
井
上

- 88ー

外
務
卿
へ
報
告
し
、

に
駐
泊
し
、
勢
い
に
乗
じ
て
琉
球
問
題
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
穂
署
に
報
告
さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
」
と
打
電
し
た
と
こ
ろ
、
李
鴻

章
も
八
四
年
九
月
十
日
附
の
電
報
で
饗
庶
昌
電
を
線
署
〔
総
理
街
門
〕
へ
轄
迭
し
た
際
、

「
西
洋
の
電
報
及
び
上
海
の
新
聞
も
皆
こ
の
情
報
を
停

(
出
)

え
て
い
る
」
と
追
記
し
て
劉
日
警
戒
心
を
喚
起
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
町
∞
)

清
併
戦
争
の
激
化
を
背
景
に
明
治
政
府
の
内
外
で
外
交
方
略
の
再
検
討
が
唱
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
、
明
治
政
府
は
清
園
に
封
し

一
方
で
琉
球
問
題
の
軍
事
的
解
決
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
第
三
園
の
外
交
官
な
ど
を
も
利
用
し
て

清
園
側
へ
卒
和
的
解
決
を
働
き
か
け
績
け
る
。
八
四
年
十
月
の
ヨ
ン
グ
・
榎
本
曾
談
に
お
い
て
、
榎
本
が
「
清
園
政
府
の
た
め
に
計
れ
ば
今
回

て
硬
軟
雨
様
の
姿
勢
を
示
し
、

新
公
使
の
赴
任
前
に
琉
球
放
棄

・
日
清
新
同
盟
傑
約
締
結
の
訓
肢
を
興
え
る
こ
と
を
上
策
と
す
る
」
と
護
言
し
た
と
こ
ろ
、

(
加
山
〉

っ
と
も
で
あ
る
。
私
自
ら
線
署
に
向
か
っ
て
動
告
し
よ
う
」
と
請
け
合
っ
た
と
い
う
。
清
園
側
に
も
李
鴻
章
の
よ
う
に
琉
球
問
題
を

「小
事
」

ヨ
ン
グ
は
「
ご
も



と
し
て
日
清
提
婚
を
志
向
す
る
勢
力
は
存
在
し
た
が
、
琉
球
放
棄
を
前
提
と
し
た
日
清
同
盟
論
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
加
封
理
念
の
放
棄
を
意

味
し
、
直
ち
に
朝
鮮
問
題
や
越
南
問
題
へ
も
連
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
ア
た
か
ら
、

日
本
側
の
「
動
告
」
を
受
け
入
れ
る
に
は
な
お
朝
鮮
・
越
南

情
勢
の
襲
化
を
待
つ
必
要
が
あ
?
た
。

2 

甲
申
政
襲
後
の
琉
球
放
棄
・
朝
鮮
不
干
渉
論

情
勢
の
出
演
化
は
ま
も
な
く
朝
鮮
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
軍
の
蓋
湾
封
鎖
か
ら
一
か
月
ほ
ど
後
の
八
四
年
十
二
月
四
日
、
朝
鮮
の
漢

城
(
ソ
ウ
ル
〉
で
竹
添
公
使
と
日
本
軍
を
巻
き
込
ん
だ
濁
立
業
(
親
日
渡
)
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、

宮
進
撃
と
日
本
軍
の
退
却
、
首
謀
者
金
玉
均
ら
の
日
本
亡
命
に
よ
っ
て
、

ク
ー
デ
タ
ー
は
三
日
天
下
に
終
っ
た
。

日
後
の

い士
ゎ一
ゆ月ーノ、
る日
甲
申清
政(園
愛国軍
で)の

あ王

る
。
周
知
の
よ
う
に
、
井
上
外
務
卿
は
二
千
名
の
日
本
兵
を
率
い
て
漢
城
へ
乗
り
込
み
、
清
園
側
を
差
し
置
い
て
直
接
朝
鮮
側
と
談
剣
し
、

j¥ 
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五
年
一
月
九
日
、
朝
鮮
側
代
表
の
金
弘
集
と
の
聞
で
、

日
本
へ
の
謝
罪
、
遭
難
者
へ
の
賠
償
金
支
排
い
な
ど
を
規
定
し
た
漢
城
篠
約
を
締
結
・

調
印
し
た
。
し
か
し
、

日
清
南
軍
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
問
題
は
先
送
り
さ
れ
た
た
め
、
善
後
策
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
が
必
要
と
な
る
。
交

渉
方
針
を
め
ぐ
っ
て
日
清
南
圏
内
に
は
主
和
論
と
主
戦
論
が
劉
抗
し
た
が
、
外
交
嘗
局
の
主
流
は
日
清
提
構
論
を
大
義
名
分
に
掲
げ
つ
つ
交
渉

(
朋

)

に
よ
る
卒
和
的
解
決
を
志
向
し
た
。

(

ω

)

 

そ
の
開
、
家
庶
昌
は
生
母
の
病
死
に
よ
っ
て
八
四
年
十
月
五
日
附
で
憂
売
さ
れ
、
後
任
の
徐
承
租
も
同
年
十
一
月
二
十
七
日
に
着
任
し
て
い

な
お
暫
く
日
本
に
留
ま
っ

て
甲
申
政
獲
の
善
後
慮
理
に
奔
走
す
る
。
禦
庶
昌
が
井
上
外
務
卿
と
面
談
し
て
日
本
側
の
意
闘
を
探
っ
た
の

h
-
e

、‘、

争
れ
ふ

μ

て
朝
鮮
へ
赴
く
の
は
護
衡
の
た
め
で
、
中
園
が
増
兵
し
な
け
れ
ば
日
本
も
墳
丘
ハ
し
な
い
と
言

っ
て
い
る
」
旨
打
電
し
、

は
、
井
上
が
朝
鮮
へ
乗
り
込
む
前
の
八
四
年
十
二
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
李
鴻
章
へ
は

「
日
本
の
外
務
省
は
井
上
馨
が
兵
千
人
を
率
い

壬
午
事
綿
製
の
時
と
は
違

465 

っ
て
日
本
側
の
卒
和
的
解
決
の
意
向
を
強
調
し
た
と
こ
ろ
、
李
鴻
-
一
章
も
ま
た
察
庶
昌
の
情
報
は
「
天
津
領
事
の
原
敬
と
面
談
し
た
時
の
約
束
と

(

町

出

)

同
じ
内
容
で
あ
る
か
ら
、
嘗
面
は
急
い
で
増
兵
し
な
い
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
総
理
街
門
へ
勘
告
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
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井
上
外
務
卿
が
漢
城
で
朝
鮮
側
と
談
剣
を
重
ね
つ
つ
あ
っ
た
八
五
年
一
月
六
日
、
製
庶
昌
は
赴
任
以
来
親
交
を
深
め
て
い
た
宮
島
誠
一
郎
と

日
清
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
筆
談
を
試
み
て
い
る
。

宮
島

僕
は
閣
下
と
交
わ
る
こ
と
久
し
く
且
つ
厚
し
。
将
来
雨
園
の
政
府
を
し
て
雨
人
の
心
の
如
か
ら
し
む
れ
ば
、

な
ん
の
喜
び
か
こ
れ
に

過
ぎ
ん
や
。
こ
れ
心
に
得
べ
く
し
て
口
に
言
う
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。

繋

こ
の
衣
の
朝
鮮
の
事
、
雨
園
の
兵
勇
の
互
闘
は
均
し
く
意
料
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
わ
が
政
府
も
事
も
疑
忌
生
僻
の
意
な
し
。
聞
ち
波

往
せ
ら
れ
て
こ
の
案
を
査
す
る
の
呉
公
も
ま
た
、
和
衷
一商掛
し
迅
速
に
結
了
せ
よ
と
の
論
旨
を
奉
有
せ
り
。
但
、
彼
此
公
を
乗
り
て
査
耕
す
る

能
わ
ば
、

こ
の
事
憂
う
る
に
足
ら
ざ
る
に
似
た
り
。

た
だ
未
だ
貴
政
府
の
意
見
如
何
を
知
ら
ざ
る
の
み。

宮
島

僕
未
だ
明
知
す
る
能
わ
ず
と
雄
も
、
貴
政
府
己
に
公
を
乗
り
て
査
崩
す
れ
ば
、
わ
が
政
府
も
ま
た
鷹
さ
に
決
し
て
私
意
の
事
を
痛
さ

ざ
る
ベ
け
れ
ば

必
ず
や
憂
い
と
矯
す
に
足
ら
ず
、
如
何
。
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僕
は
貴
園
に
在
る
こ
と
三
年
、
雅
-意に
放
わ
ん
と
欲
す
。
三
園
の
時
の
郵
芝
は
萄
臭
二
園
を
合
和
す
る
も
、
惜
し
む
ら
く
は
僅
か
に
端

た

U

侃
あ
る
の
み
に
し
て
、
未
だ
悉
く
私
願
の
如
く
す
る
能
わ
ず
。
こ
の
次
の
朝
鮮
の
事
は
了
結
し
易
き
に
似
た
り
。
闘
要
す
る
所
は
以
後
の
措
置

に
在
る
の
み
。

貴
園
は
本
よ
り
朝
鮮
を
認
む
る
に
濁
立
を
以
て
し
、
ま
た
海
を
越
え
て
兵
を
駐
む
る
も
朝
人
の
心
服
す
る
所
に
非
ず
。
僕
の
私

4
4

・

意
も
て
以
潟
え
ら
く
、
貴
閣
は
以
後
障
さ
に
朝
事
に
干
わ
ら
ざ
る
べ
し
、
わ
が
園
は
躍
さ
に
琉
球
を
解
樟
〔
放
棄
〕
す
ベ
し
。

雪害

此
の
如
く
す
れ

ば
則
ち
三
園
舎
調
和
し
、
誠
に
東
方
高
世
の
貿
ら
れ
ざ
る
の
利
な
り
。
未
だ
傘
意
以
て
如
何
と
帰
す
や
を
知
ら
ず
。

宮
島
誠
に
然
り
、
朝
鮮
の
事
は
雨
園
己
に
大
員
を
涯
す
れ
ば
、
想
う
に
躍
さ
に
公
を
乗
り
、
互
い
に
結
了
す
ベ
し
。
・

(
m
出
〉

此
れ
雨
人
の
私
談
に
過
ぎ
ず
、

幸
い
外
に
見
わ
す
な
け
れ
ば
可
な
り
。

繋輿

E
舎
同
人
と
し
て
心
を
許
し
合

っ
た
宮
島
と

の
筆
談

に
お
い
て
、
禦
庶
昌
は

率
直
に
日
清
閥
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
心
情
を
吐
露
し
つ

つ
、
遂
に
清
園
の
琉
球
放
棄
と
日
本
の
朝
鮮
不
干
渉
と
い
う
取
引
に
よ
っ
て
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題
を
同
時
に
結
着
さ
せ
、
清
園
・
日
本
・
朝

鮮
三
園
の
和
合
提
機
関
係
を
創
出
す
る
構
想
を
提
起
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
構
想
を
ま
だ
外
へ
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
と
念
を
押
し
て
い
る



の
は
、
清
圏
内
で
こ
の
構
想
に
ど
れ
ほ
ど
の
支
持
が
得
ら
れ
る
の
か
、

ま
だ
把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
繋
庶
昌
は
早

八
五
年
一
月
二
十
一
日
附
の
書
函
に
お
い
て
琉
球
・
朝
鮮
問
題
の
新
た
な
解
決
策
を
組
理
街
門
へ
提
案

速
宮
島
へ
提
起
し
た
構
想
に
着
色
し
、

(
m
m
)
 

す
る
。

「日
清
南
園
は
互
い
に
猪
疑
を
積
み
重
ね
て
既
に
久
し
い
。
恐
ら
く
決
裂
す
る
と
す
れ
ば
、
琉
球
問
題
の
た
め
で
は
な
く
て
朝
鮮
問
題

の
た
め
で
あ
ろ
う
。
暖
昧
な
朕
況
の
ま
ま
放
置
し
て
災
摘
を
醸
す
よ
り
は
問
題
を
明
確
に
鹿
理
し
て
紛
争
に
終
止
符
を
打
つ
方
が
よ
い
」
と
の

観
貼
か
ら
、
繋
庶
昌
が
提
起
し
た
選
揮
肢
は
衣
の
二
案
で
あ
っ
た
。
第

一
案
は
、
清
園
は
琉
球
を
放
棄
し
日
本
と
明
確
な
協
定
を
締
結
し
て
、

以
後
日
本
の
朝
鮮
へ
の
干
渉
を
許
さ
ず
、
清
園
も
必
ず
し
も
駐
兵
せ
ず
、
裁
然
と
琉
球
と
朝
鮮
を
匝
分
し
、
各
々
相
い
侵
犯
し
な
い
こ
と
、
第

二
案
は
、
清
固
か
ら
日
本
へ
琉
球
の
返
還
を
迫
り
、
日
清
南
園
が
篠
約
を
締
結
し
て
復
園
し
た
琉
球
を
保
護
し
、
明
確
に
朝
鮮
を
共
同
保
護
す

る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
察
庶
昌
は
宮
島
へ
提
示
し
た
の
と
同
内
容
の
第
一
案
に
、
八
三
年
十
月
時
貼
で
提
起
し

い
ず
れ
か
を
選
揮
す
る
よ
う
提
案
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
饗
庶
昌
の
本
一
意
が
第
一
案
に
あ
っ
た
こ
と
は
宮

島
と
の
筆
談
に
よ
っ
て
窺
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題
の
同
時
解
決
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
嘗
時

の
国
際
情
勢
を
「
諸
葛
孔
明
が
己
む
を
得
ず
臭
と
和
し
た
朕
況
と
同
じ
で
あ
る
」
と
観
測
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
察
庶
昌
は
こ
の
時
貼
で
日
清

同
盟
の
方
向
を
展
望
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
の
と
同
内
容
の
第
二
案
を
加
え
、

- 91ー

甲
申
政
措
撲
の
士
山
首
後
慮
理
を
め
ぐ
る
談
判
へ
向
け
て
硬
軟
雨
様
の
交
渉
方
針
が
交
錯
・
劃
抗
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
、
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題

の
同
時
解
決
を
め
ざ
す
新
た
な
解
決
案
を
提
示
し
た
察
庶
昌
は
、
ま
も
な
く
八
五
年
二
月
二
日
に
清
園
公
使
館
の
同
僚
や
日
本
の
友
人
た
ち
に

(

川

出

)

別
れ
を
告
げ
て
東
京
を
出
費
し
上
海
へ
向
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
か
月
の
問
、

な
お
日
清
聞
で
正
式
交
渉
へ
向
け
て
接
鏑
が
績
け
ら
れ
る
が
、

井
上
外
務
卿
は
後
任
の
徐
承
租
と
の
舎
談
で
し
き
り
に
日
清
提
掲
論
を
唱
え
つ
つ
「
朝
鮮
及
び
琉
球
の

二
案
件
を
完
全
に
慮
理
し
な
い
な
ら

(
町
田
〉

ば
、
雨
園
は
絡
に
誠
貫
に
和
好
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
も
の
の
、
日
清
雨
軍
の
撤
兵
以
外
に
具
瞳
的
な
解
決
案
を
提
示
す
る

467 

正
式
の
善
後
交
渉
は
日
本
側
全
擢
の
伊
藤
博
文
と
清
園
側
全
権
の
李
鴻
章
に
委
ね
ら
れ
た
。
南
者
は
八
五
年
四
月
三
日
か
ら
二

週
間
に
わ
た
る
巌
し
い
交
渉
の
結
果
、
同
年
四
月
十
八
日
、
朝
鮮
か
ら
商
圏
軍
隊
・
軍
事
教
官
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
朝
鮮
出
兵
の
際
に
は
相

に
は
至
ら
ず
、
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互
に
通
告
す
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た
天
津
傑
約
に
調
印
し

(

町

四

)

こ
こ
に
天
津
傑
約
瞳
制
が
始
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、

正
式
交
渉
の
場

で
琉
球
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
、
琉
球
問
題
は
な
お
日
清
関
係
を
左
右
す
る
懸
案
事
項
と
な
り
績
け
る
の
で
あ
る
。

3 

繋
庶
昌
再
任
後
の
日
清
同
盟
構
想

繋
庶
昌
の
離
任
か
ら
再
赴
任
ま
で
の
約
三
年
間
、

(

巾

別

)

日
清
関
係
は
八
六
年
八
月
の
長
崎
事
件
を
除
け
ば
ほ
ぼ
卒
穏
で
あ
っ
た
も
の
の
、

日
本
側

の
提
議
に
よ
っ
て
八
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
日
清
修
好
篠
規
の
改
定
交
渉
は
、
琉
球
問
題
の
同
時
解
決
を
意
園
す
る
清
園
側
の
思
惑
で
引
き
延
ば

(

叩

四

)

さ
れ
且
つ
難
航
を
極
め
た
。
察
庶
昌
が
再
赴
任
し
た
頃
(
八
八
年
初
頭
)
、

中
断
し
て
い
た
篠
約
改
正
交
渉
は
北
京
に
お
い
て
再
開
さ
れ
た
も
の

の
、
日
本
側
の
改
正
要
求
項
目
は
ほ
と
ん
ど
担
否
さ
れ
、
日
本
側
全
権
の
盟
回
三
郎
は
大
隈
外
務
大
臣
の
指
令
に
よ
り
、
八
八
年
九
月
十
四
日

(
卯
〉

遂
に
総
理
街
門
へ
交
渉
中
止
を
申
し
入
れ
る
に
至
る
。
八
箇
月
後
、
盟
国
は
公
使
在
任
の
ま
ま
北
京
で
客
死
し
た
が
、
許
報
に
接
し
た
繋
庶
昌

は
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
八
九
年
六
月
三
日
に
日
木
外
務
省
を
訪
問
し
た
。

外
交
僻
令
と
受
け
と
め
つ
つ
も
、

こ
の
時
、
大
隈
外
務
大
臣
と
日
清
関
係
に
つ
い
て
懇
談
す
る
機
舎
を
得
た
察
庶
昌
は
、
大
隈
が
し
き
り
に
日
清
提
嬬
論
を
主
張
し
た
こ
と
を

(
川
)

「
目
今
の
大
局
は
亦
た
此
よ
り
出
で
ざ
る
に
似
た
り
」
と
大
隈
の
日
清
提
掲
論
に
共
鳴
し
て
い
る
。
ま
た
、
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盟
国
の
後
任
と
し
て
大
鳥
圭
介
が
ま
も
な
く
清
園
へ
赴
任
す
る
と
い
う
情
報
を
得
た
繋
庶
昌
は
、
同
年
八
月
十
九
日
、
大
鳥
を
あ
る
閑
静
な
僻

慮
へ
招
い
て
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
が
、
こ
の
時
の
懇
談
の
テ
l
マ
は
篠
約
改
正
問
題
(
領
事
裁
判
権
問
題
〉
、
琉
球
問
題
、

ア
ヘ
ン
問
題
、

朝
鮮
問
題
で
あ
司
た
。
そ
の
内
、
琉
球
問
題
に
つ
い
て
、
繋
庶
昌
は
ま
だ
決
着
し
て
い
な
い
と
の
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
「
清
園
は
必
ず
し
も
琉

球
問
題
の
た
め
に
日
本
と
戦
端
を
聞
く
つ
も
り
は
な
い
け
れ
ど
も
、

閣
下
が
北
京
へ
到
着
す
れ
ば
必
ず
こ
の
問
題
を
解
説
し
明
確
に
す
べ
き

で
、
そ
う
し
て
こ
そ
う
ま
く
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
爾
園
の
交
誼
が
厚
く
な
る
か
薄
く
な
る
か
の
根
本
問
題
で
す
」
と
強
調
し
、
大
鳥
が
朝
鮮
問

題
に
闘
し
て
ロ
シ
ア
の
脅
威
を
吹
聴
し
た
の
に
劃
し
て
は
「
ロ
シ
ア
は
朝
鮮
の

一
島
を
占
按
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
と
い
う
最
近
の
新
聞
紙
の

議
論
の
如
き
は
、
率
ね
皆
不
確
か
な
情
報
で
す
」
と
受
け
流
し
、
最
後
に
「
日
本
が
琉
球
を
復
奮
さ
せ
、
清
園
が
日
本
に
朝
鮮
の
共
同
保
護
を



約
束
す
れ
ば
、

ア
ジ
ア
と
親
し
み
、
東
方
は
皆
落
ち
着
い
た
気
分
に
な
れ
る
」
と
の
「
局
外
者
」
の
見
解
を
披
露
し
た
と
こ

(

川

)

ろ
、
大
鳥
は
た
だ
大
笑
す
る
だ
け
で
あ
司
た
と
い
う
。

ロ
シ
ア
を
担
み
、

大
隈
や
大
鳥
が
ロ
シ
ア
の
脅
威
を
強
調
し
て
清
園
を
日
清
提
捕
の
方
向
へ
向
か
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
射
し
て
-
琉
球
問
題
を
ど
の
よ

う
に
庭
理
す
る
か
が
日
清
南
園
の

「
交
誼
の
厚
薄
」
を
左
右
す
る
根
本
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
察
庶
昌
は
、
内
外
情
勢
を
慎
重
に
見
極

め
つ
つ
、
従
来
提
起
し
て
き
た
解
決
案
を
練
り
直
し
て
新
た
な
選
揮
肢
を
構
想
す
る
に
至
る
。
九

O
年
六
月
九
日
附
の
穂
理
街
門
あ
て
の
書
函

に
お
い
て
、
家
庶
昌
は
「
も
し
琉
球
の
枇
覆
を
存
績
さ
せ
よ
う
と
欲
す
れ
ば
、
早
い
内
に
日
本
と
争
う
べ
き
で
、
も
し
琉
球
を
棄
て
て
都
圏
の

日
本
と
親
睦
を
深
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
議
論
し
て
終
局
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

一
度
琉
球
問
題
が
提
起
さ
れ
る
や
、
必

ず
多
方
面
に
難
題
が
生
じ
て
お
互
い
に
排
斥
し
合
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、
内
外
情
勢
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
清
園
は
琉
球
復
園
の

た
め
に
日
本
と
開
戦
す
る
か
、
琉
球
放
棄
に
よ
っ
て
日
清
提
橋
関
係
を
再
構
築
す
る
か
、
い
ず
れ
か
の
選
擦
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を

「
一
つ
は

〈
琉
球
は
日
本
に
属
し
、
以
後
清
園
は
琉
球
に
干
渉
せ
ず
、
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前
提
と
し
て
次
の
一
一
一
つ
の
選
揮
肢
を
提
示
し
て
い
る
。

日
本
も
ま
た
再
び
朝
鮮
に
干
渉
せ
ず
〉
と
言
明
す
る
こ
と
、
こ
れ

日
本
が
琉
球
を
回
復
す
る
こ
と
を
篠
件
と
し
て
、
清
園
は
朝
鮮
の
共
同
保
護
を

日
本
に
明
許
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
質
際
に
日
本
の
欲
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
わ
が
清
園
も
ま
た
〈
牟
服
宇
反
し
て
急
い
で
自
主
を
園
ら
ん
と
す

る
の
朝
鮮
〉
の
危
機
を
推
し
て
遠
ざ
け
る
こ
と
が
で
き
、
利
害
の
相
い
牟
ば
す
る
解
決
策
で
あ
る
。

は
簡
軍
明
瞭
に
し
て
皐
万
直
入
の
解
決
案
で
あ
る
。

一
つ
は
、

一
つ
は
、
琉
球
王
の
子
息
の
一
人
を
清
園

王
爵
を
世
襲
さ
せ
て
終
身
秩
緑
を
興
え
、
琉
球
人
の
救
園
請
願
に
鹿
島
え
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
、
こ
れ
は
調
停
に
よ
っ
て
安
協

(

川

)

す
る
解
決
案
で
あ
る
」
と
。

へ
婦
層
さ
せ
、

要
す
る
に
、
第
一
案
は
清
閣
の
琉
球
放
棄
・
日
本
の
朝
鮮
不
干
渉
案
、
第
二
案
は
琉
球
復
嘗
・
朝
鮮
共
同
保
護
案
、
第
三
案
は
琉
球
王
族
の

清
園
婦
層
・
王
爵
世
襲
案
で
あ
る
。
第
一
案
と
第
二
案
は
す
で
に
八
五
年
初
頭
の
時
黙
で
組
理
街
門
へ
提
起
さ
れ
た
解
決
案
の
焼
き
直
し
で
あ

469 

り
、
第
三
案
は
分
島
均
君
傑
約
の
琉
球
二
分
割
案
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
繋
庶
昌
は
最
後
に
「
自
他
の
力
関
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係
を
慎
重
に
熟
考
し
て
検
討
す
れ
ば
、
以
上
の
三
策
を
舎
い
て
他
に
善
全
の
策
は
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
三
つ
の
選
揮
肢
の
優

先
順
位
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
琉
球
復
園
の
た
め
の
日
清
開
戦
か
琉
球
放
棄
に
よ
る
日
清
提
橋
か
と
い

う
選
捧
肢
と
重
ね
て
見
れ
ば
、
繋
庶
昌
の
一
意
向
が
奈
謹
に
あ
っ
た
か
は
ほ
ぼ
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う。

駐
日
公
使
と
し
て
の
任
期
満
了
を
目
前
に
し
た
九
一
年

一
月
一
日
、

震
庶
昌
は
前
後
六
年
聞
の
日
本
滞
在
の
経
験
を
穂
括
し
つ
つ
、
日
清
関

係
の
過
去
・
現
在
・
将
来
に
つ
い
て
論
じ
た
長
文
の
上
奏
丈
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
結
論
部
分
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
o

l

-

-

「
日
本
は
い
ま
清
闘
と
の
善
鄭
関
係
を
築
き
た
い
と
い
う
切
買
な
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
勢
と
利
害
を
説
い
て
誘
導
し
、
共

に
聯
絡
を
取
り
合
い
、
保
約
改
正
交
渉
の
際
に
琉
球
問
題
を
相
互
に
説
明
し
て
結
着
さ
せ
、
別
に
新
た
な
〈
親
密
往
来
互
助
の
約
〉
を
定
め
る

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
一
一
一
闘
の
関
係
の
よ
う
に
、

緩
急
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
、

も
し
将
来
西
洋
列
強
が
東
方
を
挑
議
し
て
戦
端
を
聞
い
て
も
、
肘
肢
の
よ
う
な
近
い
と
こ
ろ
で
別
の
問
題
が
生
じ
る
事
態
も
、
避
け
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
商
圏
公
法
や
篠
約
は
原
々
嘗
て
に
な
ら
な
い
と
は
い
え
、
す
で
に
明
文
の
記
録
が
あ
る
以
上
、
清
園
に
と
っ
て
は
日
本
を
覇
庶
す
る
手

段
と
な
り
、

日
本
に
と
っ
て
は
第
三
園
人
〔
ロ
シ
ア
〕
の
介
入
を
防
ぐ
手
段
と
な
り
、

表
向
き
朝
鮮
の
た
め
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
て
も
、
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朝

鮮
も
質
際
に
は
陰
に
そ
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
利
益
た
る
や
琉
球
を
論
争
す
る
こ
と
よ
り
も
十
倍
の
利
盆
と
な
る
よ
う
に

(

川

)

思
わ
れ
る
」
と
。

震
庶
昌
の
長
文
の
上
奏
の
一
夜
心
は
琉
球
放
棄
を
前
提
と
し
た
新
た
な
日
清
同
盟
篠
約
締
結
の
提
案
に
外
な
ら
な
い
。
繋
庶
昌
は
遂
に
琉
球
を

放
棄
す
る
こ
と
な
し
に
は
日
清
提
構
は
不
可
能
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
繋
庶
昌
の
結
論
は
、
日
本
圏
内
の
日
清
提
掲
論
者
が
麿
琉

置
牒
前
後
か
ら
提
唱
し
て
き
た
輿

E
論
の
中
心
命
題
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

一
八
八

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
、
琉
球
問
題
と
朝
鮮
問
題
は
日
清
関
係
の
方
向
を
左
右
す
る
二
大
懸
案
で
あ
っ
た
。
こ
の



時
期
、
震
庶
昌
は
前
後
二
回
六
年
間
駐
日
公
使
を
勤
め
、
二
大
懸
案
を
め
ぐ
る
封
日
交
渉
に
壷
力
す
る
な
か
で
、
機
舎
あ
る
ご
と
に
懸
案
解
決

の
た
め
の
論
策
を
提
示
し
た
。
六
年
聞
に
わ
た
る
禦
庶
昌
の
劃
日
外
交
論
策
の
推
移
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
察
庶
昌
赴
任
前
後
、
八
一
年
後
牢
か
ら
八
二
年
前
牢
に
か
け
て
、
李
鴻
章
は
日
本
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
向
氏
の
清
園
轄
籍
と
い
う
傑
件
で

分
島
均
需
篠
約
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
る
意
向
で
あ
っ
た
も
の
の
、
組
理
街
門
は
琉
球
全
面
復
奮
論
を
堅
持
す
べ
し
と
主
張
し
て
針
立
し
て
い

た
時
、
赴
任
後
ま
も
な
い
察
庶
昌
は
分
島
均
需
僚
約
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
な
が
ら
、
首
里
城
を
南
島
〔
宮
古
・
八
重
山
〕
に
追
加

し
て
琉
球
へ
返
還
し
王
園
を
再
建
す
る
案
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、

日
本
側
が
受
け
入
れ
ず
、
李
鴻
章
も
積
極
的
に
支
持
し
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
繋
庶
昌
案
は
検
討
の
劃
象
か
ら
外
さ
れ
る
に
至
る
。

②
壬
午
軍
能
の
勃
震
か
ら
積
物
浦
篠
約
締
結
ま
で
の
開
、
繋
庶
昌
は
清
園
嘗
局
へ
師
時
朝
鮮
出
兵
、
軍
観
鎮
座
を
要
請
し
、
日
本
外
務
省
へ

は
清
韓
宗
腐
閥
係
、
朝
鮮
廃
園
論
を
主
張
し
て
針
決
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
参
賛
官
挑
文
棟
の
朝
鮮
策
を
踏
ま
え
て
朝
鮮
直
轄
論
H
併
合
論

を
総
理
街
門
へ
提
案
し
、
園
権
主
義
的
外
交
を
志
向
し
て
い
る
。

③
済
物
浦
傑
約
締
結
の
後
、
家
庶
昌
の
劃
日
不
信
感
は
弱
ま
り
、

八
二
年
後
半
か
ら
八
三
年
前
牛
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
清
圏
内
の
琉
球
間
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題

・
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
東
征
是
非
論
争
に
劃
し
て
は
、
李
鴻
章
ら
の
劉
日
開
戦
反
劃
涯
を
支
持
、
主
戦
涯
を
批
判
す
る
論
陣
を
張
り
、
他
方

で
松
方
参
議
と
の
聞
で
尚
氏
世
襲
豚
令
(
加
封
進
貢
緩
績
〉
案
を
ま
と
め
て
提
案
し
た
が
、

街
門
の
痘
否
に
遭
っ
て
再
び
葬
ら
れ
る
に
至
る
。

李
鴻
-
章
は
積
極
的
に
受
け
と
め
た
も
の
の
、

鯨
理

④
清
併
戦
争
の
激
化
を
背
景
に
、
明
治
政
府
内
の
井
上
毅
や
田
建
太
一
ら
は
日
清
米
に
よ
る
朝
鮮
の
共
同
保
護
・
中
立
固
化
案
を
構
想
し
、

或
は
向
氏
沖
縄
島
司
案
を
検
討
し
て
琉
球
・
朝
鮮
問
題
の
同
時
決
着
を
圃
り
、
日
清
提
揖
の
外
交
方
略
を
模
索
し
た
が
、
禦
庶
昌
は
井
上
・
田

八
三
年
の
後
牟
に
琉
球
復
園
を
燦
件
と
し
た
朝
鮮
共
同
保
護
案
を
総
理
街
門
へ
提
案
し
て
い
る
。

遁
ら
の
構
想
を
積
極
的
に
受
け
と
め
、
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⑤
八
三
年
後
牟
か
ら
八
四
年
前
宇
に
か
け
て
激
化
し
た
清
併
戟
争
を
め
ぐ
っ
て
、
清
圏
内
で
勢
い
を
増
し
た
日
併
同
盟
形
成
へ
の
危
倶
、
封

併

・
封
日
開
戦
論
に
劃
し
て
禦
庶
昌
は
同
調
せ
ず
、
中
外
協
調
睦
制
の
維
持
、
圏
内
改
革
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
八
四
年
八
月
の
馬
尾
敗
戦



472 

一
時
越
南
の
「
力
争
」
を
唱
え
封
日
警
戒
心
を
強
め
た
も
の
の
、
甲
由
・
政
慶
後
の
宮
島
と
の
筆
談

に
お
い
て
、
清
園
の
琉
球
放
棄
と
日
本
の
朝
鮮
不
干
渉
を
交
換
篠
件
と
し
て
琉
球

・
朝
鮮
問
題
を
同
時
決
着
さ
せ
る
案
を
提
示
し
、
線
理
街
門

に
封
し
て
は
宮
島
へ
提
示
し
た
案
と
と
も
に
、
琉
球
と
朝
鮮
を
日
清
の
共
同
保
護
園
と
す
る
案
を
加
え
、
い
ず
れ
か
を
選
揮
す
る
よ
う
要
請
し

の
後
、

日
仰
同
盟
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
と

て
い
る
。

@
再
任
後
の
饗
庶
昌
は
さ
ら
に
日
清
提
蝿
志
向
を
強
め
、
日
本
圏
内
の
日
清
提
播
論
に
共
鳴
し
つ
つ
、
九

O
年
六
月
に
再
び
琉
球
放
棄

・
朝

鮮
不
干
渉
案
を
含
む
三
策
を
総
理
街
門
へ
提
案
し
、
任
期
最
後
の
九
一
年
一
月
一
日
の
上
奏
に
お
い
て
、
途
に
琉
球
放
棄
を
前
提
と
し
た
日
清

同
盟
篠
約
の
締
結
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
。
繋
庶
昌
の
こ
の
提
案
は
、
す
で
に
八
四
年
の
時
黙
で
榎
本
公
使
か
ら
米
公
使
の
ヨ
ン
グ
を
通
じ
て

清
園
側
へ
提
起
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
察
庶
昌
は
六
年
後
に
日
本
側
の
提
案
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

琉
球
復
園
の
た
め
の
封
日
開
戦
か
琉
球
放
棄
に
よ
る
日
清
同
盟
か
と
い
う
選
揮
肢
を
提
示
し
て
、
後
者
を
選
揮
し
た
察
庶
昌
は
確
か
に
日
清
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関
係
の
新
た
な
方
向
を
明
示
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
清
圏
内
で
支
持
を
得
る
に
至
ら
ず
、
そ
の
提
案
は
歴
史
の
底
流
に
沈
め
ら
れ
て
し
ま
う
。

(

刷

)

と
い
う
問
題
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
最
後
に
参

で
は
、
な
ぜ
禦
庶
昌
の
提
案
が
採
用
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
か
、

賛
官
の
挑
文
棟
の
針
日
批
判
を
取
り
あ
げ
よ
う
。

挑
文
棟
は
禦
庶
昌
と
と
も
に
日
本
圏
内
の
日
清
提
播
論
者
と
詩
文
を
通
じ
て
深
く
交
流
し
、
日
本
人
の
聞
で
は
親
日
渡
H
日
清
提
描
論
者
と

(

川

)

(

山

川

)

み
な
さ
れ
て
い
た
が
、

同
園
人
向
け
の
論
著
に
お
い
て
は
巌
し
い
日
本
批
剣
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

「胡
虎
臣
兵
部
に
興
う
る
の
書
」
に
よ
れ

ば
、
元
代
に
フ
ビ
ラ
イ
が
日
本
遠
征
し
て
失
敗
し
た
こ
と
、
最
近
の
蓋
商
事
件
で
清
園
が
賠
償
金
を
支
排
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
奉

「
文
棟
、

頗
る
中
園
を
凌
窺
す
る
の
心
あ
り
」
と
憤
り
つ
つ
、

く
、
我
は
日
本
と
宜
し
く
費
を
聞
き
て
鵠
畔
の
憂
い
を
致
す
べ
か
ら
ず
、
と
。
東
来
の
後
、
乃
ち
用
兵
の

一
一
説
も
ま
た
見
な
し
と
な
さ
ず
」
と

「自
ら
誇
輝
し
、

さ
ら
に

蓄
日
に
は
論
を
持
し
て
以
漏
え
ら

げ
て
日
本
人
は

日
本
経
略
・
直
轄
支
配
を
「
策
の
上
な
る
者
」
と
提
唱
し
て
い
る
。
訪
日
前
に
は

ロ
シ
ア
へ
の
針
抗
上
日
清
提
掲
を
主
張
し
て
い
た
挑

文
棟
が
、
来
日
以
後
劉
日
針
決
論
者
へ
轄
身
し
た
の
は
、
明
治
政
府
の
封
清
外
交
へ
の
不
信
感
に
加
え
て
、

日
本
人
の
清
園
侮
蔑
に
劃
す
る
憤

断
じ
、



(

川

)

「
倭
の
輿

E
を
問
う
に
答
う
」
に
お
い
て
、
挑
文
棟
は
日
清
の
「
一
気
聯
絡
、
数
力
同
心
」

に
賛
意
を
表
し
つ
つ
も
、
他
方
で
「
ア
ジ
ア
の
連
合
は
日
本
に
と
っ
て
も
っ
と
も
切
寅
な
要
請
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
日
本
は
ど
う
し
て
成
行

き
に
任
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
琉
球
問
題
が
解
決
し
な
け
れ
ば
日
清
商
圏
の
陰
嫌
は
稗
か
れ
ず
、
朝
鮮
も
ま
た
日
本
を
疑
わ
な
い
わ
け
に
は

り
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

い
か
な
い
。
ど
う
し
て
員
の
和
睦
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
痛
烈
に
批
剣
し
て
い
る
。

日
清
提
矯
論
に
共
鳴
し
な
が
ら
も
、

日
本
圏
内

の
輿

E
舎
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
唱
え
る
輿

E
論
・
日
清
提
構
論
を
心
底
か
ら
信
用
し
き
れ
な
か
っ
た
清
園
の
知
識
人
は
、
挑
文
棟
の
他
に
も
少
な

〈

川

)

く
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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註(
1
〉
越
爾
巽
等
撰
『
清
史
稿
』
巻
四
百
四
十
六
、
列
俸
二
百
三
十
三
(
中

撃
書
局
版
、
二
一
四
八
一
頁
以
下
〉
。
な
お
、
奈
冠
洛
編
著
『
清
代
七

百
名
人
停
』
下
加
、
一
八
一

O
頁
以
下
参
照
。

(

2

)

な
お
繁
庶
昌
の
生
涯
を
詳
細
に
フ
定
ロ
l
し
、
そ
の
皐
問
・
思
想
の

概
要
を
紹
介
し
た
も
の
に
責
高
機
氏
の
『
察
庶
昌
許
停
』
(
貴
州
人
民

出
版
社
、
一
九
八
九
年
〉
が
あ
る
。
黄
氏
は
禦
庶
昌
を
繁
法
闘
強
波
、

聯
日
抗
露
波
と
み
な
し
、
李
鴻
章
の
封
日
譲
歩
・
琉
球
放
棄
の
外
交
方

針
に
不
満
を
抱
い
た
愛
園
的
外
交
官
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。

(
3
〉
こ
の
関
、
察
庶
昌
は
日
清
外
交
の
舞
肇
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

だ
け
で
な
く
、
皐
者
・
文
人
と
し
て
日
中
文
化
交
流
史
の
上
で
も
顕
著

な
足
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
(
松
浦
玲

『明
治

の
海
舟
と
ア
ジ
ア
』
、
賓
藤
恵
秀
『
明
治
日
支
文
化
交
渉
』
、
同

『近

代
日
中
交
渉
史
話
』
、
佐
藤
三
郎

『近
代
田
中
交
渉
史
の
研
究
』
等
参

照)。

(
4
〉
故
宮
博
物
院
明
清
楢
案
部
・
一
隅
建
師
範
大
祭
歴
史
系
合
編
『
清
季
中

外
使
領
年
表
』
二
八
頁
。

(
5
〉
清
園
側
が
調
印
を
回
避
し
た
の
は
主
と
し
て
琉
球
人
の
分
割
反
針
請

願
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
洋
務
波
外
交

と
亡
命
琉
球
人
I
-
E」
(
『
琉
球
大
同
学
教
育
嵐
宇
都
紀
要
』
第
一
一
一
六
・

三
七
集
、
一
九
九
O
年
)
及
び
「
李
鴻
章
と
向
徳
宏
(
宰
地
朝
常
)
」

(『琉
中
歴
史
関
係
論
文
集
』
、
一
九
八
九
年
)
参
照
。

〈
6
)
『
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料
』
上
加
ハ
文
海
出
版
社
)
巻
二
、
一
一
一
七
J

三
八
頁
(
以
下
、
『
中
日
交
渉
』
上
と
略
稽
)
。

(

7

)

『
中
日
交
渉
』
上
、
巻
二
、
三
九
J
四
O
頁
。
朱
欝
朋
編
・
張
静
慮

等
校
黙
『
光
緒
朝
東
華
録
』
て
二
八
七
頁
〈
以
下
『
東
肇
録
』
と

略
稽
〉
。

(

8

)

『
劉
坤
一
遺
集
』
書
演
、
各
八
、
二
一
頁
。
呉
汝
給
編
『
李
文
忠
公

(鴻
章
)
全
集
』
六
、
朋
僚
函
稿
、
各
二

O
、
二
一
J
一
三
頁
(
以

下
、
『
李
全
集
』
朋
僚
の
よ
う
に
略
務
)
。

(
9
)

『
中
日
交
渉
』
上
、
巻
二
、
三
七
頁
、
四
一
頁
。
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〈
叩
)
波
多
野
承
五
郎
稿
「
琉
球
談
判
/
結
局
」

四
日

『
郵
便
報
知
新
聞
』
)
。

(
日
)
庚
部
精
稿
「
日
清
関
係
論
第
ご
(
明
治
十
四
年
三
月
七
日
『
輿
豆

禽
報
告
』
第
十
五
集
等
参
照
)
。

(
ロ
)
中
央
研
究
開
匹
近
代
史
研
究
所
所
獄
『
清
季
外
交
楢

・
各
園
交
渉
雑
項

(
琉
球
指
)
』
の
何
如
葱
書
函
。
醇
一
騎
成
「
答
某
観
察
書
」
(
『
庸
盆
全

集
外
編
』
巻
一
二
、
二
八
J
二
九
頁
)
等
参
照
。

(
日
〉
園
立
園
舎
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
三
候
家
文
書
』
(
明
治
期
書

類
の
部
、
外
交
関
係
、
四
十
三
)
。
『
井
上
毅
停
』
史
料
篇
四
、
五
八
頁

以
下
。

(
H
H
)

『井
上
毅
俸
』
史
料
篇
四
、
四
八
l
四
九
頁
、
五
九
頁
。
『
伊
藤
博

文
関
係
文
書
』
一
、
一
六
四
頁
。
同
三
、
一

O
O頁
(
以
下
『
伊
藤
文

書』

と
略
穂
)
。

(
M
M

〉

『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
三
八
六
J
三
八
七
頁
。
な
お
、

『井
上
世

外
公
俸
』
四
二
八
頁
参
照。

(
お
)
『
沖
縄
豚
史
』
⑮
、
三
二
五
頁
。

(
げ
〉
『
三
候
家
文
書』

一一一十九
、

『伊
藤
文
書
』

て
一
六
四
頁
参
照
。

(
国
〉
『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
三
八
七
頁
。

(
四
)
八
一
年
十
月
九
日
附
ヘ
ン
ネ
ッ
シ
l
書
函
(
『
三
候
家
文
書
』
四
十

一一〉
。

(
却
〉
八
一
年
十
月
十
五
日
附
ヘ
ン
ネ
ッ
シ
l
書
函
ハ
『
=
一
保
家
文
書
』
四

十
二
〉。

(
刑
む
な
お
、
こ
の
時
期
に
滑
園
政
府
内
で
は
日
本
へ
二
百
蔦
ポ
ン
ド
の
償

金
を
支
梯
っ
て
琉
球
を
買
い
取
り
復
園
さ
せ
る
案
が
検
討
さ
れ
、
李
鴻

章
は
質
成
し
た
が
左
宗
栄
が
反
封
し
、
恭
親
王
は
雨
者
の
閲
で
跨
踏
し

(
明
治
十
四
年
二
月
二
十

た
も
の
の
迭
に
不
可
と
し
た
と
い
う
情
報
が
、
八
二
年
十
一
月
一
日
附

の
ピ
ッ
ト

マ
ン
か
ら
井
上
外
務
卿
あ
て
機
密
信
で
停
え
ら
れ
て
い
る

(「ジ

ョ
ン・

ピ
ッ
ト
マ
ン
氏
来
簡
誇
」
『
一
一
一
候
家
文
書
』
〉
。

(
幻
)
『
察
庶
畠
許
停
』
九

0
1九
四
頁
参
照
。

(
お
)
竹
添
進

一
郎
よ
り
井
上
外
務
卿
あ
て
の
明
治
十
四
年
十
二
月
四
日
附

「
特
別
機
密
信
第
三
十
五
貌
」
(『
三
篠
家
文
書
』
四
十
三
〉
。

(
斜
)
な
お
、
こ
の
時
の
禽
談
を
踏
ま
え
て
、
竹
添
は
禦
庶
昌
の
人
物
評
を

試
み
、
許
景
澄
の
軽
海
に
較
べ
れ
ば
沈
着
で
は
あ
る
が
何
如
環
ほ
ど
の

忍
耐
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
と
観
測
し
つ
つ
「
脚
力
西
洋
之
事
情
ヲ
見
聞

致
し
候
事
故
、
支
那
流
之
世
論
ヲ
主
張
ス
ル
ノ
今
日

ニ
迂
潤
ナ
ル
丈
ケ

ハ
知
悉
致
し
た
る
に
て
可
有
之
、
左
侯
へ
は
宇
内
之
大
勢
、
亜
細
箆
之

政
略
上
よ
り
御
読
破

一
一
相
成
候
ハ
、
随
分
迷
惑
可
致
」
と
コ

メ
ン
ト
し

て
い
る
(
註
(
お
)
に
同
じ
)
。

(
お
)
『
清
季
中
日
韓
関
係
史
料
』
第
二
袋
、
五
四
四
l
五
四
七
頁
(
以
下

『
中
日
韓
』
こ
の
よ
う
に
略
稽
)
。

(
お
)
『
中
日
韓
』
二
、
五
四
三
頁
。

(
幻
〉
『
察
庶
日
田
-
評
停
』
九
五

l
九
六
頁
。
『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
六
一
ニ

四
J
六
四
五
頁
。

(
お
)
『
琉
球
所
属
問
題
関
係
資
料
』
八
得
、
一

O
五
七
J
一
O
八
二
頁

(以
下
、
『
琉
球
所
属
問
題
』
と
略
稽
〉
。

(
却
〉
『
沖
縄
綜
史
』
⑮
、
三
三
四
頁
、
『
伊
藤
文
書
』
て
一
六
八
頁
。

(
却
)
『
李
全
集
』
誇
署
、
各
一
三
、
一
一
貝
。

〈
幻
)
『
琉
球
所
属
問
題
』
八
巻
、
一
一
一
四
頁
以
下。

(
位
)
『
李
全
集
』
謬
署
、
各
一
三
、
一
頁
。

(
お
)
竹
添
は
こ
の
時
期
の
李
鴻
章
の
員
一
意
に
つ
い
て
、
か
つ
て
分
島
均
需
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一候
約
の
調
印
反
射
を
覆
奏
し
な
が
ら
、
今
更
同
様
の
二
分
割
案
を
自
ら

提
案
す
る
の
は
盤
面
に
関
わ
る
の
で
、
日
本
側
の
「
曲
折
駁
」
を
惇
え
て

「
穂
署
ヨ
リ
何
ト
カ
申
来
」
た
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

憶
測
し
て
い
る
(
『
琉
球
所
属
問
題
』
八
島旬
、
一
一
四

O
頁)。

(
担
)
『
李
全
集
』
謬
署
、
各

二
ニ
、
一
九
頁。

(
お
)
こ
の
頃
、
繁
庶
昌
は
在
京
の
琉
球
人
馬
業
才
(
輿
那
原
親
方
)
ら
に

制
到
し
て
、
「
日
本
人
、
中
山
〔
琉
球
〕
を
賂
て
改
め
て
沖
縄
豚
と
作
し

て
よ
り
業
に
己
に
多
年
な
り
。
若
し
の
お
全
境
も
て
錆
還
せ
し
め
ん
と

欲
す
れ
ば
、
以
て
願
い
の
如
く
し
難
し
。
南
島
を
分
か
た
ざ
る
の
外、

精
盆
す
に
中
島
の
南
に
近
き
の
地
を
以
て
す
れ
ば
、
以
て
終
に
就
ち
に

立
園
す
べ
き
や
否
や
」
と
打
診
し
、
琉
球
全
面
返
還
は
無
理
だ
か
ら
二

分
割
案
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
で
な
ん
と
か
妥
協
で
き
な
い
も
の
か
と
設
得

し
て
い
る
(
拙
編
『
琉
球
救
圏
諸
願
書
集
成
』

九
O
J九
四
頁
参
照
)
。

(
お
)
『
李
全
集
』
誇
署
、
袋
二
二
、
一
九
頁
。

(
初
出
)
挑
文
棟
『
海
外
奇
書
室
雑
著
』
所
枚
。

(
叩
叫
)
芝
原
拓
自
「
洋
務
波
の
封
外
政
策
と
日
本
・
列
強
」
〈
『
日
本
近
代
化

の
世
界
史
的
位
置
』
、
岩
波
書
広
、
一
九
八
一
年
)
。

(
鈎
)
鈴
木
智
夫

「洋
務
源
の
外
交
政
策
」

(
『
洋
務
運
動
の
研
究
』
、
汲
古

書
院
、
一
九
九
二
年
〉
。

(
川
叩
〉
『
中
日
韓
』
二
、
六

O
一
頁
。

(
む
『
伊
藤
文
書
』
三
、

二

二

一具。

(
州
出
)
回
保
橋
潔
「
壬
午
政
拙
撲
の
研
究
」
(
『青
丘
皐
叢
』
第
二
十
一
一
読
)

参
照
。

(
必
〉
『
中
日
韓
』
二
、
七
三
四
J
七
三
五
頁。

(
川
制
)
『
中
日
韓
』
二
、
七
四
九
頁
、
七
五

一一員
、
七
七
三
頁
、
七
八
四
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頁
、
七
九
七
頁
。

(
必
)
丁
鳳
麟
等
編
『
醇
一
騎
成
選
集
』

七
六

1
一
八

O
真。

(
日
明
)
彰
津
周

「壬
午
事
第
と
日
清
爾
園
の
針
策
」
(
『
明
治
初
期
日
清
韓
関

係
の
研
究
』
、
昭
和
四
四
年
、
塙
書
房
)
。

〈
灯
)
『
中
日
韓
』
三
、
八
一
二
J
八
一
一
一一頁。

(
必
〉
『
中
日
韓
』
=
一
、
八
三
六
J
八
三
八
頁
。

(

ω

)

『
中
日
韓
』
三
、
八
=
一
六
頁
。

(
印
)
貧
藤
恵
秀
『
明
治
日
支
文
化
交
渉
』
(
昭
和
一
八
年
、
光
風
館
〉
。

察
庶
昌
『
拙
傘
園
叢
稿
』
(
文
海
出
版
社
〉
等
参
照
。

(
日
〉
『
中
日
韓
』
三
、
八
九
八

l
八
九
九
頁
。

(
臼
〉
佐
藤
三
郎
「
興
亜
舎
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
山
形
大
皐
紀
要
』
四
、

一
九
五
一

年
)
。
黒
木
彬
文

「興
亜
舎
の
成
立
」
(
『政
治
研
究
』一一
一O
、

九
州
大
皐
、
一
九
八
三
年
〉
な
ど
参
照
。

(
臼
)
『
中
日
韓
』
三
、
九
四
五
頁
。
な
お
、
日
清
閲
の
不
信
感
が
解
消
へ

向
い
つ
つ
あ
る
旨
報
告
し
て
い
る
繋
庶
昌
の
こ
の
書
函
に
、
日
本
人
ス

パ
イ
の
曾
根
俊
虎
ら
が
密
か
に
吉
林
に
潜
入
し
奥
長
慶
軍
の
鹿
寅
を
窺

探
し
て
い
る
旨
の
挑
文
棟
節
略
が
添
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

(
日
〉
『
中
日
韓
』
三
、
一

O
一
一
一
頁
。
な
お
、
井
上
外
務
卿
に
よ
れ
ば

「繋
庶
昌
嘗
一
月

〔八
三
年
一

月
〕
比
、

常

-
一
文
字
上
ノ
往
来
致
候
莱

率
土
ノ
紹
介
ニ
因
テ
、

途
ニ
松
方
参
議

-
一
取
リ
入
リ
云
々
」
と

い
う

(『沖
縄
際
史
』
⑬
、
三
六
一

頁〉
。
こ
こ
に
言
う
「
某
塵
土
」
と
は
宮

島
誠

一
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
(松
浦
・
前
掲
書
参
照
)
。

ハ
日
)
『
中
日
韓
』
三
、
一

O
一一一

J
一
O
二
二
頁
。
な
お
、

勢
庶
畠

・
松

(
一
九
八
七
年
、
上
海
出
版
社
)
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方
曾
談
に
つ
い
て
総
理
街
門
へ
報
告
し
た
書
函
に
お
い
て
、
家
庶
自
国
一
は

倹
約
改
正
問
題
と
琉
球
問
題
の
リ
ン
夕
、
肇
湾
へ
の
海
軍
の
檎
波
を
要

請
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
日
山
〉
願
廷
龍
等
編
『
李
鴻
章
全
集
』
(
一
九
八
五
年
、
上
海
人
民
出
版
社
〉

電
稿

て

二

ハ
J
一
七
頁
。

〈
貯
〉
『
李
全
集
』
謬
署
、
巻
=
ニ
、
五
九
J
六
O
頁。

(
日
)
『
李
鴻
章
全
集
』
電
稿
一
、
一
七
頁
。

(
臼
)
高
橋
秀
直
「
壬
午
事
繁
後
の
朝
鮮
問
題
」
(
『史
林
』
第
七
二
巻
第

五
貌
)
、
同
「
一
八
八
0
年
代
の
朝
鮮
問
題
と
園
際
政
治
|
|
日
清
戦

争
へ
の
道
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
史
林
』
第
七
一
巻
第
六
貌
)
等
参

照。

(
印
)
『
井
上
毅
惇
』
史
料
篇
第
四
、
六
五
八
頁
、
六
五
九
J
六
六

O
頁。

(
日
)
『
井
上
毅
俸
』
史
料
篇
第
四
、
六
九
J
七
一
頁
、
六
一
四
頁
。

(
臼
)
拙
稿
「
清
圏
(
洋
務
波
)
の
封
日
外
交
と
琉
球
問
題
|
|
分
島

・
均

需
僚
約
の
調
印
回
避
以
後
|
|
」
(
『
琉
球
大
間
字
数
育
風
宇
部
紀
要
』
第
四

五
集
)
参
照
。

(
臼
)
『
中
目
線
』
三
、
一

O
五
八
J
一
O
六
O
頁。

(
臼
〉
『
中
日
韓
』
三
、
一

O
八
四
頁
、
一

O
九
七
頁
。
『
李
鴻
章
全
集
』

電
稿
て
二
ハ
頁
。
な
お
、
契
庶
昌
の
警
告
は
李
鴻
章
や
総
理
街
門
に

倫
氏
世
襲
懸
令
(
加
封
港
寅
縫
績
〉
案
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
の
慶

カ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(
臼
)
『
沖
縄
豚
史
』
⑮
、
三
五
九
J
一二六

O
頁。

(
侃
)
坂
野
正
高
ヨ
近
代
中
園
政
治
外
交
史
』
(
東
大
出
版
舎
、

年
)
三
五
三
頁
。

(
目
別
〉
『
井
上
毅
停
』
史
料
篤
第
て
三
五
五
頁
。
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一
九
七
三

(
印
)
『
井
上
毅
俸
』
史
料
篇
第
四
、
六
一
七
J
六
一
八
頁
。

(
回
〉
『
井
上
毅
停
』
史
料
篇
第
四
、
六
一
九
頁
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
天

津
の
竹
添
領
事
も
向
泰
復
封
案
を
提
起
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
内
は
以

て
恩
を
尚
氏
に
施
し
、
外
は
以
て
怨
み
を
鄭
園
に
穆
く
」
こ
と
が
で
き

る
と
主
張
し
て
い
た
が
、
井
上
外
務
卿
は
竹
添
の
向
泰
復
封
案
を
担
否

し
、
「
東
洋
全
局
の
保
全
と
い
う
観
熱
か
ら
論
ず
れ
ば
日
清
提
捕
は
必

要
で
あ
る
が
、
園
家
の
面
白
を
腐
損
し
て
ま
で
も
卒
和
を
維
持
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
(
『
沖
縄
豚
史
』
⑬
、
三
六

0
1

三
六
二
頁
)
。
要
す
る
に
、
井
上
毅
や
井
上
馨
ら
の
日
清
協
調
論
は
明

治
園
家
の
戟
略
目
標
(
圏
構
確
立
、
不
卒
等
燦
約
の
改
正
〉
を
達
成
す

る
た
め
の
蛍
面
の
戦
術
(
手
段
)
に
過
ぎ
ず
、
制
到
等
卒
等
の
立
場
に
立

脚
し
た
長
期
的
戟
略
目
標
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
叩
)
『
中
日
韓
』
三
、
一
二

0
0
1
一二

O
三
頁
。

(
礼
)
『
中
日
韓
』
=
一
、
二
九
九
J
一一一

O
O頁
。

(

η

)

『
李
鴻
章
全
集
』
電
稿
て
二
三
頁
。

(
同
日
)
『
中
日
交
渉
』
上
、
巻
五
、
一
四
頁
。

(
社
)
『
李
鴻
章
全
集
』
電
稿
て
二
三
頁
。

(
お
)
『
中
法
越
南
交
渉
槍
』
二
、
九
四
六
頁
。

(
初
)
『
沖
縄
問
脈
史
』
⑬
、
=
一六
四
頁
。

(
付
)
『
中
法
越
南
交
渉
檎
』
二
、
九
八
九
頁
。

(
叩
山
)
『
中
法
越
南
交
渉
楢
』
三
、
一
五
七
一

J
一
五
七
三
頁
。

(
刊
は
)
郭
廷
以
『
近
代
中
園
史
綱
』
(
中
文
大
皐
出
版
社
、
一
九
七
九
年
)

二
五
二

i
二
五
五
頁
。
妊
練
『
中
園
近
代
史
上
的
関
鍵
人
物
』
上
(
中

華
書
局
、
一
九
八
八
年
)
二
七
四
頁
。
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(
加
〉
八
四
年
五
月
二
十
二
日
附
の
彰
玉
麟
上
奏
(
『
彰
剛
直
公
奏
稿
』
巻

五
、
一
二
J
一
五
頁
〉
、
八
四
年
六
月
二
十
四
日
附
の
劉
銘
停
上
奏

(
『
劉
枇
粛
公
奏
議
』
巻
二
、
一

J
二
頁
)
。

(
引
臥
)
察
庶
昌
は
自
ら
の
主
張
を
「
敬
し
ん
で
管
見
を
陳
ぶ
る
の
摺
」
に
ま

と
め
、
総
理
街
門
を
経
由
し
て
上
奏
し
よ
う
と
し
た
が
、
「
料
ら
ず
も
、

此
の
摺
、
京
に
到
る
や
、
適
-R
越
事
中
獲
す
る
に
値
り
、
線
署
そ
の

情
事
合
わ
ず
、
且
つ
思
議
に
渉
る
鹿
あ
る
を
以
て
、
寛
に
疲
め
て
奏
せ

ず
」
と
い
う
(
『
拙
隼
園
叢
稿
』
巻
五
、
一

1
七
頁
)
。

(
位
)
田
中
正
俊
「
清
併
戦
争
と
日
本
人
の
中
園
観
」
(
『
思
想
』
五
一
一
一

鏡
、
一
九
六
七
年
〉
、

伊
東
昭
雄

「清
併
戟
争
と
東
ア
ジ
ア

・
試
論
|
|

日
本
人
の
反
感
に
つ
い
て
」
(
『
横
漬
市
立
大
皐
論
叢
』
三
七
袋
二
・
コ
一

務、

一
九
八
六
年
)
等
参
照。

(
回
)
伊
藤
博
文
編
『
秘
書
類
纂
』
外
交
篇
上
、
六
二
七
頁
。

(
刷
出
)
『
秘
書
類
纂
』
外
交
篇
下
、
三
六
ニ
J
三
六
四
頁
。

(
部
)
『
李
全
集
』
電
稿
三
、
四
四
頁
。

(
似
山
)
清
併
が
全
面
戦
争
に
突
入
し
つ
つ
あ
っ
た
八
四
年
後
半
の
時
期
、
明

治
政
府
の
内
外
に
劉
清
外
交
方
略
を
封
欧
米
外
交
と
の
関
連
で
見
直
す

必
要
性
が
強
調
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
花
房
義
質
は
傍
に

塞
湾
を
占
領
さ
せ
る
か
、
清
園
を
助
け
て
裏
糧
問
を
併
へ
割
譲
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
か
、
雨
方
と
も
不
可
な
ら
ば
日
本
自
ら
蔓
湾
を
占
領
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
今
後
の
外
交
方
略
を
激
め
次
の
選
揮

肢
の
内
い
ず
れ
か
に
決
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

①

欧
州
人
が
ア
ジ
ア
に
金
々
政
麗
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
ア
ジ
ア
東
迭

の
一
園
(
日
本
〉
だ
け
で
こ
れ
を
制
堅
で
き
る
か
、
②
ア
ジ
ア
の
な
か

で
最
開
明
の
日
本
が
ア
ジ
ア
の
蕃
地
開
拓
、
蕃
民
数
導
の
事
業
を
欧
州

人
と
協
力
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
二
つ
の
選
揮
肢
を
提
起

し
て
い
る
〈
『
秘
書
類
纂
』
外
交
篇
中
、
一
八
三
J
一
八
六
頁
)
。
こ
こ

で
は
、
す
で
に
日
清
提
揃
・
ア
ジ
ア
連
合
の
選
揮
肢
が
脱
落
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
釘
)
『
沖
縄
問
桝
史
』
⑮
、
一
一
一
占
ハ
五
J
一
二
六
六
頁
。

(
槌
〉
田
保
橋
潔
『
近
代
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
上
の
第
十
八
章
参
照
。
雀

碩
莞
「
日
本
政
府
の
封
朝
鮮
政
策
と
甲
申
政
幾
」
〈
『
日
本
近
代
史
の
再

構
築
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
、
同
「
甲
申
政
策
期
の
井
上
角

五
郎
|
|
日
本
の
甲
申
政
舞
企
園
設
の
再
検
討
|
|
」
(
『
日
本
歴
史
』

五
三
三
貌
)
。

(
回
〉
高
橋
秀
直
二
八
八

0
年
代
の
朝
鮮
問
題
と
園
際
政
治
|
|
日
清
戦

争
へ
の
這
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
史
林
』
第
七
一
容
第
六
鋭
〉
参
照
。

(
卯
〉
『
清
季
中
外
使
領
年
表
』
二
八
頁
。
賀
高
機
・
前
掲
書
参
照
。

〈
促
〉
『
中
日
韓
』
三
、
一
五
五
八
頁
。
『
中
日
韓
』
四
、
二
ハ

O
三
頁
。

(
幻
)
『
秘
書
類
纂
』
外
交
篇
下
、
三
五
五
J
三
五
八
頁
。

(
幻
〉
『
中
日
韓
』
四
、
一
六

O
一一一
J
一
六

O
四
頁
。

〈
川
田
)
賀
高
機
・
前
掲
書
一
二
三
頁
。

(
白
山
)
『
中
日
韓
』
四
、
一
六
四
四

l
一
六
四
八
頁
。

(
m
m
〉
大
津
博
明
「
天
津
僚
約
健
制
の
形
成
と
崩
壊
、
一
八
八
五
|
九
四

(
一
〉
」
(
『
枇
倉
科
皐
研
究
』
四
三
巻
=
一
抗
、
一
九
九
一
〉
参
照
。

(
仰
)
安
岡
昭
男
「
明
治
十
九
年
長
崎
清
園
水
兵
争
闘
事
件
」
(
『
法
政
大
皐

文
民
宇
部
紀
要
』
三
六
説
、
一
九
九
一
年
)
参
照
。

(
m
m
)

津
田
多
賀
子
「
日
清
俊
約
改
正
の
断
念
と
日
清
戦
争
」
(
『
歴
史
象
研

究
』
六
五
二
貌
)
、
拙
稿
「
清
園
〈
洋
務
渡
)
の
封
日
外
交
と
琉
球
問

題
|
|
分
島
・
均
需
篠
約
の
調
印
回
避
以
後
|
l」
(
『
琉
球
大
皐
教
育
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翠
部
紀
要
』
四
五
集
〉
参
照
。

(
的
)
『
日
本
外
交
文
書
』
一
一
一
巻
、
一

O
七
頁。

(
削
)
『
中
日
韓
』
五
、
二
五
九
一
頁
。

〈
川
)
『
中
日
韓
』
五
、
二
六
四
一

J
二
六
四
六
頁
。

(
川
)
『
清
季
外
交
楢
・
各
図
交
渉
雑
項
(
琉
球
楢
)
』
所
枚
。
な
お
、
朝

鮮
の
「
中
十
服
牢
反
」
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
接
近
を
図
ろ

う
と
す
る
朝
鮮
の
動
向
や
在
日
朝
鮮
官
吏
の
清
園
へ
の
響
戒
心
・
猪
疑

心
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
八
九
年
十
二
月
十
日
附
の
総
理
街

門
あ
て
の
察
庶
昌
書
函
で
は
、
朝
鮮
官
吏
の
金
苛
閉
鎖
が

「亥
世
凱
は
朝

鮮
園
王
を
援
す
る
の
意
あ
り
」
と
懸
念
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る

(『中
日
韓
』
五
、
二
六
八
七
J
二
六
八
八
頁
)
。

(
川
)
『
中
日
交
渉
』
上
、
径
一
二
、

一
J
二
頁
。

(
川
)
こ
の
問
題
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
は
、
清
圏
外
交
嘗
局
及
び
士
大

夫
暦
の
俸
統
的
園
際
秩
序
意
識
、
琉
球
人
の
琉
球
救
園
運
動
、
日
清
雨

園
の
経
済
的
競
合

・
封
立
な
ど
で
あ
ろ
う
(
波
多
野
善
大

「
李
鴻
章

-
|
一
八
八

0
年
代
に
お
け
る
封
日
政
策
に
つ
い
て
|
|
」
『
歴
史
皐

研
究
』
二
五
三
競
参
照
)
。

(
川
)
寅
藤
恵
秀
「
挑
文
棟
も
の
が
た
り
」
『
明
治
日
支
文
化
交
渉
』
一
一

一一一l
一
四
九
頁
参
照
。

(
川
)
(
川
〉
『
讃
海
外
奇
書
室
雑
著
』
所
枚
。

(
削
)
香
港
の
循
環
日
報
を
主
催
し
た
王
絡
な
ど
も
そ
の
一
人
で
あ

る

(『強
園
文
銭
外
編
』
参
昭
…
)
。
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LI SHUCHANG'S 黎庶昌DEVELOPMENT OF DIPLOMATIC

　　　

POLICIES TOWARD JAPAN IN RELATION TO

　　　

THE

　

RYUKYUAN AND KOREAN PROBLEMS

NiSHIZATO Kiko

　　

In the 188O's,the problems of Korea and the Ryukyu Islands were the

t゛ｏmost significantunsolved issues ｅχistingbetween Japan and China･

In this paper, l examine Li Shuchang's development of diplomatic policies

toward Japan in relationto the domestic and foreign affairsof both coun-

triesin thisｅｒａ｡

　　

At the time when Li Shuchang arrived in Tokyo, relations between

Japan and China had become strained over the issue of effortsto address

thisby securing the necessary conditions for the restorationof the Ryukyu

Kingdom.

　

Li offered various proposals in light of the evolving internatio-

nal circumstances, particularly those closelyrelated to Korea.　　The main

contents of his proposals were as follows:

　

1) In August 1882, a month after the Imo Incident 壬午事愛，Li Shu-

chang proposed the annexation of Korea to China｡

　

2) In the latter half of 1883, in consideration of the escalation of the

Chinese-French War, Li Shuchang proposed the co-protectionof Korea by

China, Japan, and the United States in return for the restorationof the

Ryukyu Kingdom｡

　

3）Ａt the beginning of 1885, soon after the Kapsin Coup d'Etat 甲中政

≫, Li proposed the abandonment of Chinese claims to the Ryukyu Islands

in exchange for Japanese nonintervention in Korea｡

　

4) In 1890, Li again presented his proposals of 1885 for the establishment

of friendly relations between China and Japan to the Zongli Yaman 總理

衛門Finally, in January 1891, Li submitted the conclusion of the new

China-Japan treaty of alliancein ｅχchange for the unconditional surrend-

er of the Ryukyu Islands to Japan｡

　　

Thus, Li Shuchang's diplomatic policiestoward Japan changed from ａ

position advocating the restorationof the Ryukyu Kingdom to ａ position

- ３－



advocating the surrender of the Ryukyu Islands, and from ａ proposal for the

annexation of Korea to China to a proposal for the CO-protectionof Korea

by China and Japan.　Despite this evolution of policies,however, Li

Shuchang's adviser, Yao Wendong 姚文棟, continued to insist on the

restorationof the Ryukyu Kingdom.

　

THE DISPOSAL OF PUBLIC LAND IN FENGTIAN 奉天

　　　　　　　　

AFTER THE 1911 REVOLUTION

―The Case of Zhaoling Yaochai Guandiandi 昭陵審柴官旬地－

Enatsu Yoshiki

　　

Much of Fengtian was classified as public land during the Qing period,

and private civilians were prohibited from owing it.　At the end of the

Qing period, the Fengtian provincial government made ａ full-scale land

survey and sold vast areas of public land to private civilians. The task of

the disposal of public land was taken over by the Fengtian provincial

government during the Republic, and was later carried out by the govern-

ment of Zhang Zuolin 張作霖.Ａ vast area of public land was controlled

by ａ considerable number of Han Bannerman (Hanjun Qiren 漢軍旗人），

who functioned as pseudo-landlords in the Qing period. When the public

land was disposed of, these Han Bannermen　were usually given first

priority to purchase the land they had managed.

　　

This study examines the case　of the Zhang family, the hereditary

commanders of the Han Borderd Yellow Bannnermen guards (Hanjun

Xianghuang Qiren 漢軍嬢黄旗人）.　The Zhang family had extensive

landholdings in the Fushun 撫順, Hailong海龍, and Xifeng西豊areas

during the Republican period.　A large part of the land had originally been

considered part of the Manchu's ｓp函tual ho°eland, and had been appended

to the Ｑ弛ｇ Ｅ°perors' tombs (Sanling三陵), which sons of the Zhang

ｈ°ily had °・naged for generations.　It is highly probable that by taking

８ｄ゛ant昭ｅof their status as powerful officials of the Ｓａ㎡柚ｇ，members of

the Zhang fan!ily ゛ere able to purchase or simply to occupy much
of the
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